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1.  Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃの特徴
(1)  Visual Basicの言語仕様は、BASIC(Beginner's All purpose Symbolic Instruction Code)を基本としている。
1  BASICは、1964年にアメリカのダートマス大学のJ.G.KemenyとT.E.Kurtzによって、大型コンピュータのTSS(Time Sharing System)用の会話型言語として開発された。
2  FORTRANに似た構造で、行列演算命令を持つ。
3  本来は、コンパイラ言語であるが、1980年代はパソコンの主流言語としてインタプリタ形式で普及した。
4  1982年には、基本BASICをJIS規格して制定した。
(2)  Visual Basicは、構造体、基本制御構造およびモジュール化のサポートなど構造化プログラミングが可能になっている。      Quick Basicがベース。
(3)  Visual Basicは、イベントドリブンプログラミング(event driven programming)が可能である。      ｢手順(手続き)型プログラミング｣
(4)  Visual Basicは、グラフィカルアプリケーションをデザインするための便利なツールを提供している。　　　RAD(Rapid Application Development)環境
(5)  Visual Basicは、ウォッチ、ブレークポイントなどのデバッグ機能を提供している。
(6)  アプリケーションを構成するフォームモジュール、標準モジュール、クラスモジュール、およびリソースファイル全体を指して“プロジェクト”という単位で管理している。
(7)  Microsoft Windows機能に対応したMDI、DDE、OLE、DLLなどの機能をサポートしている。
(8)  実行形式(EXE)ファイルの作成が可能である。ただし、ランタイムライブラリは必要。

    『コンピュータの仕組みを知らずして、プログラミングはできない。』

2.  Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃで使用できるデータ型
	データ型
	記憶領域のサイズ
	範      囲

	バイト型 (Byte)
	1 バイト
	0 ～ 255

	ブール型 (Boolean)
	2 バイト
	真 (True) または偽 (False)

	整数型 (Integer)
	2 バイト
	-32,768 ～ 32,767

	長整数型 (Long)
	4 バイト
	-2,147,483,648 ～ 2,147,483,647

	単精度浮動小数点数型 (Single)
	4 バイト
	-3.402823E38 ～ -1.401298E-45 (負の値)

 1.401298E-45 ～ 3.402823E38 (正の値)

	倍精度浮動小数点数型 (Double)
	8 バイト
	-1.79769313486232E308～-4.94065645841247E-324 (負の値)
 4.94065645841247E-324～1.79769313486232E308 (正の値)

	通貨型 (Currency)
	8 バイト
	-922,337,203,685,477.5808 ～ 922,337,203,685,477.5807

	日付型 (Date)
	8 バイト
	西暦 100 年 1 月 1 日～西暦 9999 年 12 月 31 日

	オブジェクト型 (Object)
	4 バイト
	オブジェクトを参照するデータ型。

	文字列型 (String) (可変長)
	10 バイト + 文字列の長さ
	0 ～ 2GB。

	文字列型 (String) (固定長)
	文字列の長さ
	1 ～ 2GB。

	バリアント型 (Variant) (数値)
	16 バイト
	倍精度浮動小数点数型 (Double) の範囲と同じ。

	バリアント型 (Variant) (文字列)
	22 バイト + 文字列の長さ
	可変長の文字列型 (String) の範囲と同じ。

	ユーザー定義型
	要素に依存
	それぞれの要素の範囲はそのデータ型の範囲と同じ。


· 変数のスコープ
Visual Basicの変数には、次の３種類のスコープ(通用範囲)がある。
1  ローカルスコープ(local scope)
プロシージャ内で宣言された変数は、そのプロシージャ内でのみ有効となる。
2  モジュールスコープ(module scope)
各モジュールの"(General)"でDim文またはPrivate文によって宣言された変数は、そのモジュール内でのみ有効となる。
3  パブリックスコープ(public scope)
各モジュールの"(General)"でPublic文によって宣言された変数は、そのモジュール内と他のモジュールで有効となる。
    『変数は、宣言してからコード記述すること。』
      Option  Explicit
3.  Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃの制御構造
(1)  条件判断


(2)  繰り返し
1  所定回数反復
For～Next文
【構文】
For ﾙｰﾌﾟ変数 = 初期値 To 最終値 Step 増分値
    ブロック
Next ﾙｰﾌﾟ変数
2  前判定反復(pre-tested iteration)

(a)  Do While～Loop文(条件式が、真の間、ブロックを繰り返す。)

【構文】



(参考) While～Wend文もある。
Do While 条件式



While 条件式
    ブロック



    ブロック
Loop




Wend
(b)  Do Until～Loop文(条件式が、真になるまで、ブロックを繰り返す。)

【構文】
Do Until 条件式
    ブロック
Loop
3  後判定反復(post-tested iteration)

(a)  Do～Loop While文(条件式が、真の間、ブロックを繰り返す。)

【構文】
Do
    ブロック
Loop While 条件式
(b)  Do～Loop Until文(条件式が、真になるまで、ブロックを繰り返す。)

【構文】
Do
    ブロック
Loop Until 条件式
4  For Each～Next文
オブジェクトのコレクションや配列のすべての要素に対する繰り返しを行う。繰り返しのたびに、[要素を表す変数]に[コレクションまたは配列]の要素が順次代入される。
【構文】
For Each 要素を表す変数 In コレクションまたは配列
    ブロック
Next [要素を表す変数]
4.  プロシージャ(procedure)
Visual Basicのプロシージャには、Sub～End Sub(サブルーチン)とFunction～End Function(関数)の基本プロシージャと、Property～End Propertyがある。
	
	サブルーチンプロシージャ
	関数プロシージャ

	定義
	Subプロシージャ名(仮引数の並び)
    ブロック
End Sub
	Functionプロシージャ名(仮引数の並び)As型
    ブロック
    プロシージャ名 = 値
End Function

	呼出し方
	１文として扱う。
実引数は、()で囲まない。
(例) Disp "Hello world.",1,2
	式の中の一部として扱う。
実引数は、()で囲む。
(例) Avg = Sum(a(),10) / 10

	戻り値
	値を持たない。
	値を持つ。


· Visual Basicのプロシージャ間の引数渡しは、デフォルトでは"参照による呼出し"となる。これを"call by reference"という。       call by value
5.  メソッド一覧(method reference)

	メソッド名
	解      説

	Additem
	リストボックスやコンボボックスにリスト項目を追加する。
グリッドコントロールに行を追加する。

	Arrange
	MDIフォーム上のウィンドウやアイコンを整列する。

	Circle
	円、楕円、円弧をオブジェクト上に描画する。

	Clear
	リストボックス、コンボボックス、クリップボードの内容をクリアする。

	Cls
	フォーム、ピクチャーコントロールをクリアする。

	Drag
	コントロールのドラッグの開始、終了、キャンセルを行う。

	EndDoc
	Printerオブジェクトに送る文書を終了し、印刷デバイスに制御を渡す。

	GetData
	クリップボード上のピクチャーを返す。

	GetFormat
	指定した形式のアイテムがクリップボード上にあるかを判定する。

	GetText
	クリップボードからテキスト文字列を返す。

	メソッド名
	解      説

	Hide
	フォームを非表示にする。

	Line
	線や四角形をオブジェクト上に描画する。

	LinkExecute
	DDEで相手のアプリケーションにコマンド文字列を送る。

	LinkPoke
	DDEでソースアプリケーションにコントロールの内容を送る。

	LinkSend
	DDEでアプリケーションにピクチャーコントロールの内容を送る。

	Move
	フォームまたはコントロールを移動する。

	NewPage
	現在のページを終了し、次のページに進む。

	Point
	フォームやピクチャーボックス上の指定した点の色を示すRGB値を返す。

	Print
	テキスト文字列をオブジェクトに出力する。

	PrintForm
	非表示MDIフォームのビット単位のイメージをプリンタに出力する。

	Pset
	オブジェクトに指定した色で点を描画する。

	Refresh
	フォームまたはコントロールを強制的に更新する。

	RemoveItem
	リストボックスやコンボボックスからリスト項目を削除する。
グリッドコントロールから行を削除する。

	Scale
	オブジェクトの座標系を定義する。


	SetData
	ピクチャーを指定した形式でクリップボードに挿入する。

	SetFocus
	フォームまたはコントロールにフォーカスを移す。

	SetText
	テキスト文字列を指定した形式でクリップボードに複写する。

	Show
	フォームを表示する。

	TextHeight
	テキスト文字列を出力するときの高さを返す。

	TextWidth
	テキスト文字列を出力するときの幅を返す。

	ZOrder
	フォーム・コントロールの同一階層内でのZオーダーを変更する。


6．  スタートアップモジュール
プログラムの起動時に実行されるモジュールを『スタートアップ』という。
Visual Basicは、フォームモジュールあるいは標準モジュールのいずれかをスタートアップに設定することができる。
スタートアップに標準モジュールを設定しておくと、フォームがロードされる前にフォームが参照する標準モジュールのパブリック変数の初期化が可能。
スタートアップのデフォルトは、『Form1』である。
【操作】
(1)  メニューバー：「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
(2)  メニュー：「Project1のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」
(3)  ダイアログ：「ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの設定」
7．  Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃの画面構成
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(1)  メニューバー
アプリケーション開発を行うときに必要なコマンドを実行。
(2)  ツールバー
メニューバーに登録されているコマンドの中で、良く使うものをアイコン化したもの。
(3)  ツールボックス
フォーム上に配置するコントロールの一覧。
(4)  フォーム
コントロールを配置する画面。
(5)  プロパティウィンドウ
フォームやコントロールのプロパティを表示・設定する画面。
(6)  プロジェクトウィンドウ
アプリケーションを構成しているモジュールを一覧表示する画面。

8．  Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃによるプログラムの開発手順
Visual Basicのプログラミングは、次の三つのステップで行う。
(1)  フォームにコントロールを配置



(2)  プロパティを設定



(3)  イベントプロシージャの記述



(a)  フォーム上のコントロールをダブルクリックする。
(b)  コードウィンドウのオブジェクトドロップダウンリストボックスの

とイベントドロップダウンリストボックスの

でイベントプロシージャを選択する。
1  Basicコードを記述するプロシージャ名を選択・確認する。
2  イベントプロシージャ記述ウィンドウに、Basicコードを記述する。
· オブジェクト名は、プロパティウィンドウの(オブジェクト名)プロパティで設定・変更できる。
イベントプロシージャを記述した後で、オブジェクト名を変更するとイベントプロシージャとオブジェクトの対応が取れなくなるので注意が必要である。
練習問題１ MsgBox()関数を使用して、メッセージを表示しなさい。ただし、スタートアップモジュールは"Main"とする。(ただし、すべて動作するとは限らない)
【構文】
  MsgBox(prompt As String[, buttons As Long, title As String]) As Long
prompt   … クライアント領域に表示する文字列
buttons  … 表示するボタンの種類
	定数
	値
	表示されるボタン

	vbOKOnly
	0
	［OK］

	vbOKCancel
	1
	［OK］［ｷｬﾝｾﾙ］

	vbAbortRetryIgnore
	2
	［中止］［再試行］［ｷｬﾝｾﾙ］

	vbYesNoCancel
	3
	［はい］［いいえ］［ｷｬﾝｾﾙ］

	vbYesNo
	4
	［はい］［いいえ］

	vbRetryCancel
	5
	［再試行］［ｷｬﾝｾﾙ］

	vbCritical
	16
	｢警告ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣を表示

	vbQuestion
	32
	｢問合せﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣を表示

	vbExclamation
	48
	｢注意ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣を表示

	vbInformation
	64
	｢情報ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣を表示


title    … キャプションバーに表示する文字列
戻り値   … クリックされたボタンの値
(1)  "Hello  World!!"という文字列定数を表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢情報ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
(例)

   Sub main()
       MsgBox "Hello  World!!", vbInformation
   End Sub
(2)  サブルーチンプロシージャMainの中で、Dim文で宣言した変数MyTextに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢注意ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
(3)  標準モジュールModule1(General)の中で、パブリック変数PubTextに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢問合せﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とし、キャプションバーには"練習問題1-3"と表示させること。
(4)  サブルーチンプロシージャMainの中で、Public文で宣言した変数PubSTRに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢警告ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
(5)  フォームモジュールForm1(General)の中で、Public文で宣言した変数FrmPubTextに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢警告ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
(6)  フォームモジュールForm1(General)の中で、Dim文で宣言した変数FrmMyTextに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢警告ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
(7)  フォームモジュールForm1(Form_Load)の中で、Dim文で宣言した変数FrmMySTRに"Hello  World!!"という文字列を代入し、これを表示しなさい。ただし、表示するボタンは｢警告ﾒｯｾｰｼﾞｱｲｺﾝ｣とする。
練習問題2  InputBox()関数を使用して、文字列を取得し表示しなさい。ただし、スタートアップモジュールは"Main"とする。
【構文】
InputBox(prompt As String[, title As String]) As String
prompt   … クライアント領域に表示する文字列
title    … キャプションバーに表示する文字列
戻り値   … 入力された文字列
【構文】
Val(literal As String)
literal  … 任意の文字列式
戻り値   … 変換した数値
解説 ： 指定された文字列中の数値として解釈できるものを、数値に変換した値を返す変換関数。文字列中に数字以外の文字が見つかると、Val 関数は読み込みを中止する。
【構文】
Chr(CharCode)
CharCode … 文字コード
戻り値   … 指定した文字コードに対応する文字
解説 ： 指定した文字コードに対応する文字を返す変換関数。ASCIIコード 0 ～ 31の範囲の文字は表示できない。
例   ： Chr(&HA),Chr(10) … ラインフィード文字
Chr(&HD),Chr(13) … キャリッジリターン
【構文】
expression1 & expression2
expression1,expression2 … 任意の式
戻り値   … 任意の文字列
解説 ： 二つの式に対して文字列連結を行う演算子。expressionが文字列でないときは、常に、内部処理形式が文字列型のバリアント型に変換される。
(1)  パブリック変数PubTextにキーボードから文字列を取得し、これを表示しなさい。
(例)

   Sub main()
       PubText = InputBox("文字列を入力してください?")
       MsgBox PubText, vbInformation
   End Sub
(2)  パブリック変数PubTextとプロシージャレベル変数MyTextにキーボードから文字列を取得し、これらを文字列連結を行って一つのMsgBox関数で表示しなさい。
(3)  パブリック変数PubXとPubYにキーボードから整数を取得し、加算結果を表示しなさい。
(4)  パブリック変数PubXとPubYにキーボードから整数を取得し、除算結果を表示しなさい。
(5)  パブリック変数PubXとPubYにキーボードから整数を取得し、四則演算結果を表示しなさい。ただし、キャプションバーには"練習問題2-5"と表示させること。
(例)

   1 + 2 = 3
   1 - 2 = -1
   1 * 2 = 2
   1 / 2 = 0.5
復習問題1
(1)  次の記述が正しい場合は○、誤っている場合は×を付けなさい。
1  一つのプロジェクトに追加できる標準モジュールは一つだけである。
2  Public文は、標準モジュールのプロシージャの外部でパブリック変数を宣言するものである。
3  Sub Main以外をプロジェクトのスタートアップとすることはできない。
4  InputBox関数は、キーボードから入力されたデータを文字列として返すものである。
5  一つのモジュールの内部でDim文で宣言された変数は、そのモジュール内のすべてのモジュールから参照可能である。
(2)  一つのプロジェクトが、次のリストに示したフォームモジュールForm1.frmと標準モジュールModule1.basから構成されている場合、変数やプロシージャのスコープに関する記述で、正しいものには○、誤っているものには×を付けなさい。
Form1.frm
  Option Explicit

  Dim frmData1 As Integer

  Private Sub Form_Load()

      Dim frmData2 As Integer

  End Sub

Module1.bas
  Option Explicit

  Public modData1 As Integer

  Dim    modData2 As Long

  Private Function modFunc1() As Integer

      Dim modData3 As Double

      modFunc1 = 0

  End Function

  Public  Function modFunc2() As String

      Dim modData4 As String

      modFunc2 = "Hello."

  End Function
1  変数frmData1をmodFunc2関数から参照できる。
2  変数frmData1をForm_Loadイベントから参照できる。
3  modFunc2関数をmodFunc1関数から参照できる。
4  変数modData1をForm_Loadイベントから参照できる。
5  変数modData2をForm_Loadイベントから参照できる。
練習問題3 選択構造を用いて、条件を判定し必要な処理を行いなさい。
【構文】
If condition Then statements [Else statements]  または
If condition Then
    statements
Else
    statements
End If
condition  … 真(True)あるいは偽(False)を評価する数式または文字列式
statements … 実行される文。":"で区切るとマルチステートメントとなる。
【構文】
Select Case testexpression
    Case expressionlist-n
        statements
    Case Else
        statements
End Select
testexpression    … 任意の数式または文字列式
expressionlist-n  … 数式または文字列を指定する。複数指定する場合は、","で区切る。
statements        … 実行される文。":"で区切るとマルチステートメントとなる。
【構文】
result = number1 Mod number2
result   … 任意の数値変数
number1,number2 … 任意の数式
解説 ： 二つの数値の除算を行いその剰余を返す演算子。この時、演算結果は整数に丸められる。
例   ： 19 Mod 6.7   … 5
(1)  キーボードから入力された二つの数値の、大きい方の数値を表示しなさい。
(例)

   Sub main()

       Dim X, Y, Max As Integer

       X = Val(InputBox("一つ目の数値を入力してください?"))

       Y = Val(InputBox("二つ目の数値を入力してください?"))

       If X > Y Then

           Max = X

       Else

           Max = Y
       End If
       MsgBox("大きな値は" & STR(Max) & "です。", vbOKOnly)
   End Sub
(2)  キーボードから入力された二つの数値を、大小の判定を行い、例のように表示しなさい。ただし、キャプションバーには"練習問題3-2"と表示させること。
(例)

   MAX = 15
   MIN = 14
(3)  キーボードから入力された数値が、２と３の公倍数であるかを判定し、その結果を表示しなさい。
(4)  西暦をキーボードから入力して、その西暦が閏年であるかを判定し、その結果を表示しなさい。閏年の条件は、次のとおりである。
1  西暦が400で割り切れる年は、閏年とする。
2  西暦が4で割り切れ、かつ100で割り切れない年は、閏年とする。
(5)  月を表す数値をキーボードから入力して、その月が｢大の月｣あるいは｢小の月｣であるかを判定し、その結果を表示しなさい。
(6)  郵便物の重量を表す数値をキーボードから入力して、その重量に基いた定形郵便物料金を表示しなさい。郵便料金は、次のとおりである。
1  25ｇまでは、80円とする。
2  50ｇまでは、90円とする。
3  50ｇを越えるものは、"ｵｰﾊﾞｰ"とする。
(7)  気温(乾球、湿球)を表す数値をキーボードから入力して、不快指数と不快度を求めて表示しなさい。不快指数と不快度は、次のとおりである。
1  不快指数＝(乾球の温度＋湿球の温度)×０．７２＋４０．６
2  不快指数と不快度
	８６以上
	全員苦痛
	７０以上
	一部不快

	８０ 〃
	全員不快
	７０未満
	快    適

	７５ 〃
	半数不快
	


(例)

   不快指数 = 73.00
   一部不快です。
(8)  身長と体重を表す数値をキーボードから入力して、カウプ指数(BMI)、メッセージと標準体重を求めて表示しなさい。カウプ指数とメッセージは、次のとおりである。
1  カウプ指数(BMI)＝体重(kg)×１０4／身長(cm)2

(２０＜標準体重≦２４)
2  カウプ指数(BMI)とメッセージ
	２６．５超
	肥    満
	１９超
	痩せ過ぎに注意

	２４超
	肥満に注意
	１９未満
	痩せ過ぎ

	２０超
	正    常
	


(例)

   カウプ指数(BMI) = 20.53   正常です。
   標準体重 = 60.21 ～ 72.24
(9)  定価を表す数値と顧客タイプを表す英字をキーボードから入力して、販売価格を求めて表示しなさい。顧客タイプと値引き率は、次のとおりである。
	A
	 5%引き
	C
	15%引き

	B
	10%引き
	それ以外
	値引き無し


(例)

   定    価 = 5000
   販売価格 = 4500  (顧客:B)
(10)  西暦、月および日を表す数値をキーボードから入力して、曜日を求めて表示しなさい。曜日を求める式は、次のとおりである。
1  『ツェラーの公式』から曜日を表す数値を求める。
If (Tsuki < 3) Then Nen = Nen - 1: Tsuki = Tsuki + 12

Yobi = (Nen + Int(Nen / 4) - Int(Nen / 100) + Int(Nen / 400) + Int((13 * Tsuki + 8) / 5) + Hi) Mod 7

2  求めた数値と曜日
	０
	日曜日
	４
	木曜日

	１
	月曜日
	５
	金曜日

	２
	火曜日
	６
	土曜日

	３
	水曜日
	


(例)

   西暦2002/1/1は、火曜日です。
【構文】
Int(number)
number   … 任意の数式
戻り値   … 整数部の数値
解説 ： numberに指定した数式の小数部を切り捨て、整数部分だけを返す数値演算関数。number にNull値が含まれている場合、Null値を返す。
練習問題4 繰返し構造を用いて、繰返し処理を行い必要な処理を行いなさい。
【構文】
For counter = start TO end [Step step]
    statements
    [Exit For]
Next counter
counter  … カウンタに使用する数値変数
start    … counterの初期値
end      … counterの最終値
step     … counterの増分値
解説 ： 指定した回数だけ一連の文を繰り返す制御文。繰返し処理から抜け出す別の方法としては、Exit For文がある。
【構文】
Do While condition
    statements
    [Exit Do]
Loop
condition  … 真(True)あるいは偽(False)を評価する数式または文字列式
statements … 実行される文。
解説 ： 指定した条件が真(True)である間、一連の文を繰り返す制御文。Exit Do文はconditionで指定した以外の条件でDo While...Loopを終了させることができる。
【構文】
Do Until condition
    statements
    [Exit Do]
Loop
condition  … 真(True)あるいは偽(False)を評価する数式または文字列式
statements … 実行される文。
解説 ： 指定した条件が真(True)になるまで、一連の文を繰り返す制御文。Exit Do文はconditionで指定した以外の条件でDo Until...Loopを終了させることができる。
【構文】
Do
    statements
    [Exit Do]
Loop [{While | Until} condition]
(1)  １から、キーボードから入力した数値までの数字を加算し、例のように表示しなさい。
(例)

   Sub main()
       Dim I, Sum, X As integer
       X = Val(InputBox("数値を入力してください?"))
       Sum = 0
       For I = 1 To X
           Sum = Sum + I
       Next I
       MsgBox "1～ " & X & " までの和は " & Sum & " です。"
   End Sub
(2)  １から、キーボードから入力した数値までの奇数の和を求め、例のように表示しなさい。
(例)

   1～ 10までの奇数の和は25です。
(3)  キーボードから入力された整数値が、素数であるかを判定し、その結果を表示しなさい。素数の判定には、「エラトステネスのふるい」を用いること。
1  素数とは、1とその数以外に約数を持たない整数をいう。
2  1は素数ではない。
3  ある数をそれより小さいすべての整数(2～ある数の

まで)で除算し、割り切れる整数が一つも無ければそのある数は素数である。
(例)

  17 は、素数です。
(4)  キーボードから入力された二つの整数値の、最大公約数を求め、その結果を表示しなさい。最大公約数を求めるには、「ユークリッドの互除法」を用いること。
1  最大公約数とは、二つの整数の両方を割り切れる整数の中で、最も大きい整数をいう。
2  二つの数の大きい方から小さい方を減算し、その差と小さい方の数を新たな二つの数とする。
3  手順②で求めた新たな二つの数が等しくなった場合、その値が最大公約数となる。そうでなければ、手順②を繰り返す。
(例)

   60 と 84 の最大公約数は、 12 です。
(5)  キーボードから入力された二つの整数値の、最小公倍数を求め、その結果を表示しなさい。最小公倍数を求める手順は、次のとおりである。
1  二つの数の最大公約数を求める。
2  二つの数を乗算し、その積を手順①で求めた最大公約数で除算する。
(例)

   60 と 84 の最小公倍数は、 420 です。
(6)  直角三角形の斜辺の長さc を求め、その結果を表示しなさい。
1  直角三角形の斜辺の長さは、

で求める。
2  辺aの値は、3.0(cm)に固定する。
3  辺bの値は、4.0(cm)から1.0(cm)ずつ増加させる。
(例)

a = 3.0    b = 4.0    c = 5.0
a = 3.0    b = 5.0    c = 5.8

a = 3.0    b = 6.0    c = 6.7

a = 3.0    b = 7.0    c = 7.6

a = 3.0    b = 8.0    c = 8.5
(7)  多項式の次数nとxの値をキーボードから入力して、yの値を求め、その結果を表示しなさい。多項式は、次のとおりである。
1  


2  

のとき、


(例)

   n = 3    x = 4.0    y = 85

(8)  キーボードから入力した整数によって積分範囲をn分割し、台形則に従って次の積分を行い、その結果を表示しなさい。
1  


2  積分範囲は、a = 0 ～ b = 1とする。
3  n分割した幅dx(台形の高さ)は、

で求める。
4  台形の面積を求める公式は、

である。
(例)

   n = 100    s = 0.3335
(9)  前述(8)の処理に加えて、積分範囲もキーボードから入力して積分を行い、その結果を表示しなさい。
1  


2  n分割した幅dxは、

で求める。
(例)

   a = 1 ～ b = 2    n = 100    s = 2.3335
復習問題2
(1)  JISでは、アルゴリズム(algorithm)を
「明確に定義された有限個の規則の集まりであって、有限回適用することにより問題をとくもの」と定義している。Donald Ervin Knuthによると、アルゴリズムは次のように規定している。空欄に、適切な説明を記入せよ。
1  有限性 … (                                                                 )
2  確定性 … (                                                                 )
3  入力   … (                                                                 )
4  出力   … (                                                                 )
5  実際性 … (                                                                  
                                                                  )
(2)  次の記述が正しい場合は○、誤っている場合は×を付けなさい。
1  一つの問題を解くアルゴリズムは、必ず一つしかない。
2  「エラトステネスのふるい」は、素数を判定するためのアルゴリズムである。
3  問題を解く手順の中に、人間のカンに頼った部分があるものは、プログラムコードに置き換えられない。
4  ブレークポイントとは、プログラムを１行ずつ実行することである。
5  エラーの発生した行に、バグの原因があるとは限らない。
9．  ユーザ定義型
ユーザ定義型とは、基本データ型を組み合わせて作成できる新しいデータ型である。
【構文】
[Private | Public] Type varname
    elementname [([subscripts])] As type
    [elementname [([subscripts])] As type]
End Type
varname     … 宣言するユーザー定義型の名前
elementname … ユーザー定義型を構成する要素
解説 ： 一つまたは複数の要素を持つユーザー定義型を宣言する。モジュールレベルで使用する。
Private … 宣言が行われたモジュール内でのみ参照できるユーザー定義型を宣言するときに指定。
Public  … プロジェクトのすべてのモジュールのすべてのプロシージャから参照できるユーザー定義型を宣言するときに指定。
例   ： Public Type Customer       ' 構造体型orレコード型
            sName As String        ' 氏名
            sAddress As String     ' 住所
            sAge As Integer        ' 年齢
            sIncome As Currency    ' 年収
        End Type

        Dim myCustomer As Customer ' 変数の宣言
練習問題5 配列を用いたプログラムを作成し、実行しなさい。
【構文】
Dim varname(subscripts) As type
varname    … 定義する変数(配列)の名前を指定
subscripts … 配列変数の次元を指定。指定できる次元数の最大値は60
              引数subscriptsの構文は次のとおりである。
              lower To upper
              lower  … 配列のインデックス番号の最小値
              upper  … 配列のインデックス番号の最大値
(1)  月を表す整数をキーボードから入力して、その月の名前を英語で表示しなさい。
(例)

   Const JAN = 1                ' 1月を表す定数値
   Const DEC = 12               ' 12月を表す定数値
   Sub main()
       Dim iMonth(JAN To DEC) As String
       Dim Idx As Integer
       iMonth(1) = "January"
       iMonth(12) = "December"

       Do                       ' インデックスの範囲外の場合、繰り返す
           Idx = Val(InputBox("数字で月を入力してください?"))

       Loop Until (Idx >= JAN) And (Idx <= DEC)

       MsgBox STR(Idx) & " 月は " & iMonth(Idx)

       End

   End Sub

(2)  キーボードから10人のテストの得点を入力し、11段階に分類して、その度数分布を表示しなさい。
度数分布とは、整理されていない複数のデータを特定の範囲ごと(階級)に分類し、その数を集計することであり、ヒストグラムとも呼ばれる。
(例)

   0 ～     0人
   10 ～     0人
   20 ～     0人
   30 ～     0人
   40 ～     0人
   50 ～     2人
   60 ～     3人
   70 ～     2人
   80 ～     1人
   90 ～     1人
   100 ～     1人
(3)  前述(2)の処理に加えて、度数を"*"のグラフで表示しなさい。
(例)

   0 ～     0人
   10 ～     0人
   20 ～     0人
   30 ～     0人
   40 ～     0人
   50 ～     2人 **
   60 ～     3人 ***
   70 ～     2人 **
   80 ～     1人 *
   90 ～     1人 *
   100 ～     1人 *
(4)  １から、キーボードから入力した数値までの乱数を発生させ表示しなさい。
(例)

   5, 4, 4, 2, 2, 5, 1, 5, 5, 5
(5)  前述(4)の乱数を、基本選択法によって昇順にソートし、その結果を表示しなさい。
基本選択法は、配列の先頭から末尾に向かってすべての要素をチェックし、一番小さなデータを配列の先頭の要素と交換することを繰り返すことでソートする方法である。
(例)

   1, 2, 2, 4, 4, 5, 5, 5, 5, 5
【構文】
Rnd[(number)]
number   … 任意の数式を指定
戻り値   … Rnd関数は0以上1未満の範囲の値
解説 ： 引数numberの値によって、Rnd関数は次のような乱数を返す。
        numberの値        戻り値
        <0                常に、引数numberのシード値によって決まる同じ数値を返す。
        >0                乱数系列の次の乱数を返す。
        =0                直前に生成した乱数を返す。
        省略したとき      乱数系列の次の乱数を返す。
例   ： Int(Rnd() * 6) + 1   ' 1～6の乱数を発生
【構文】
Randomize [number]
number   … 任意の数式を指定
解説 ： 乱数ジェネレータを初期化(乱数系列を再設定)する数値演算文。引数numberには、Rnd関数の乱数ジェネレータに与える新しいシード値を指定する。引数numberを省略した場合、システムタイマーから取得した値が新しいシード値として使われる。Rndomize文を使用しない場合、引数を指定しないでRnd関数を呼び出すと、最初にRnd関数を呼び出したときのシード値と同じ値が使用される。
【構文】
Timer
戻り値   … 午前0時から経過した秒数を返す。
例   ： Randomize Timer()    ' 乱数のシード値を変更
        これにより、プログラムを起動するたびに乱数のシード値を変更することが可能。
《column》
コンピュータの乱数は、ある種の計算式で求めたもので、「擬似乱数」と呼ばれる。この擬似乱数を求める計算式に線形合同法があるが、その計算式は次のとおりである。
新しく発生させる乱数 ＝ (Ａ × 直前に発生した乱数 ＋ Ｂ) Ｍｏｄ Ｃ
Ａは８で割ると余りが５になる数、Ｂは奇数、Ｃは２の累乗
(6)  キーボードから10人のテストの得点を入力し、次に示す処理を行い、その結果を表示しなさい。
1  基本交換法によって、得点の降順にソートする。
基本交換法は、隣合う配列の要素を比較し、大きい方のデータを左側の要素と交換することを繰り返すことでソートする方法である。
2  二つのデータを交換する処理は、サブルーチンプロシージャswapで行うこと。このswapは、単純に受け取った引数の値の交換だけを行うものとする。
3  平均点との差(偏差)を求める。
(例)

   1  94    27.9
   2  83    16.9
   3  72     5.9
   4  70     3.9
   5  68     1.9
   6  65    -1.1
   7  59    -7.1
   8  55   -11.1
   9  50   -16.1
   10  45   -21.1
   Average  66.1
(7)  前述(6)の処理に加えて、偏差値を求めて、その結果を表示しなさい。
1  標準偏差は、

で求める。また、標準偏差は、関数プロシージャstddevで行うこと。
2  偏差値は、

で求める。また、偏差値は、関数プロシージャdevvで行うこと。
(例)

   1  94    27.9    69.74
   2  83    16.9    61.96
   3  72     5.9    54.18
   4  70     3.9    52.75
   5  68     1.9    51.34
   6  65    -1.1    49.22
   7  59    -7.1    44.98
   8  55   -11.1    42.15
   9  50   -16.1    38.61
   10  45   -21.1    35.07
   Average  66.1
   Standard Deviation  14.1
【構文】
[Private | Public] [Static] Sub name [(arglist)]
    statements
    [Exit Sub]
End Sub
name       … 定義するSubプロシージャの名前を指定。
arglist    … Subプロシージャに渡す引数を表す変数のリストを指定。
statements … 実行される文。
解説 ： Subプロシージャを定義する。プロシージャから抜け出す別の方法として、Exit Sub文がある。
        Private … Subプロシージャを宣言したモジュール内でのみ参照するときに指定。
        Public  … すべてのモジュールのすべてのプロシージャから参照するときに指定。
        Static  … Subプロシージャ内のローカル変数が、次に呼び出されるまで保持される。
        arglistの指定項目は次のとおり。
        Optional … 指定した引数が省略可能であることを示す。引数はすべてバリアント型 (Variant) とすること。
        ByVal
    … 引数が、値渡しで渡されることを示す。
        ByRef
    … 引数が、参照渡しで渡されることを示す。
【構文】
[Private | Public | Friend] [Static] Function name [(arglist)] As type
    statements
    name = expression
    [Exit Function]
End Function
name       … 定義するFunctionプロシージャの名前を指定。
type       … Functionプロシージャが返す値のデータ型を指定。
解説 ： Functionプロシージャを定義する。プロシージャから抜け出す別の方法として、Exit Function文がある。
Friend   … クラスモジュール内でのみ使用。オブジェクトのインスタンスのコントローラからは参照できない。
(8)  キーボードから入力した整数が、次の数列の何番目にあるかを線形探索(linear search)し、その結果を表示しなさい。
1  数列は、｢94, 83, 72, 70, 68, 65, 59, 55, 50, 45｣とする。
2  線形探索は、配列の先頭から末尾に向かって順番に要素をチェックし、該当する要素を探す方法である。
(例)

   68は、5番目の配列要素に有ります。(探索回数は、5回)
← 見つかった場合。
   67は、配列に有りません。(探索回数は、10回)         
← 見つからなかった場合。
(9)  キーボードから入力した整数が、次の数列の何番目にあるかを二分探索(binary search)し、その結果を表示しなさい。
1  数列は、｢94, 83, 72, 70, 68, 65, 59, 55, 50, 45｣とする。
2  二分探索は、あらかじめソートされたデータに対して、探索の開始点あるいは終了点を配列の中央にする方法である。
(例)

   68は、5番目の配列要素に有ります。(探索回数は、1回)
← 見つかった場合。
   67は、配列に有りません。(探索回数は、3回)         
← 見つからなかった場合。
(10)  キーボードから入力した顧客名と顧客タイプを指定した挿入位置に、リスト構造を用いて記憶領域に格納し、その結果を表示しなさい。
(例)

   Const NULPTR = -1           ' 無効(NULL)ﾎﾟｲﾝﾀ定数の定義
   Type MyType                 ' ﾕｰｻﾞ定義型の定義(構造体orﾚｺｰﾄﾞ型)
       sName As String
       sType AS String * 1     ' 文字列長1ﾊﾞｲﾄを指定
       iPTR As Integer
   End Type
   Sub main()
       Dim MyDat(0 To 10) As MyType
       Dim insName As String
       Dim insType As String * 1
       Dim insPTR As Integer
       Dim iPTR, iTail As Integer
       Dim sText As String
       MyDat(1).sName = "伊藤  博文"

伊藤  博文C

       MyDat(1).sType = "C"


夏目  漱石C

       MyDat(1).iPTR = 2



新渡戸  稲造B

       MyDat(2).sName = "夏目  漱石"

聖徳太子B

       MyDat(2).sType = "C"


福沢  諭吉A

       MyDat(2).iPTR = 3

       MyDat(5).sName = "福沢  諭吉"

       MyDat(5).sType = "A"

       MyDat(5).iPTR = NULPTR  ' ﾃﾞｰﾀの末尾を指定
       MyDat(0).iPTR = 1       ' 先頭ﾃﾞｰﾀのﾎﾟｲﾝﾀを設定
       iPTR = MyDat(0).iPTR

       iTail = 1: sText = ""

       Do While MyDat(iPTR).iPTR <> NULPTR

           sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

           iTail = iTail + 1

           iPTR = MyDat(iPTR).iPTR

       Loop

       sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

       iTail = iTail + 1

       MsgBox sText, , "練習問題5-10 挿入前"

       insName = InputBox("挿入する氏名を入力してください?", "練習問題5-10")

       insType = UCase(InputBox("タイプ(A-D)を入力してください?", "練習問題5-10"))

       insPTR = Val(InputBox("挿入する位置(1-" & Str(iTail) & ")を入力してください?", "練習問題5-10"))

       MyDat(iTail).sName = insName

       MyDat(iTail).sType = insType

       MyDat(iTail).iPTR = MyDat(insPTR - 1).iPTR

       MyDat(insPTR - 1).iPTR = iTail

       iPTR = MyDat(0).iPTR

       iTail = 1: sText = ""

       Do While MyDat(iPTR).iPTR <> NULPTR

           sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

           iTail = iTail + 1

           iPTR = MyDat(iPTR).iPTR

       Loop

       sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

       iTail = iTail + 1

       MsgBox sText, , "練習問題5-10 挿入後"

   End Sub

(11)  キーボードから入力した番号のレコードを、リスト構造を用いて記憶領域に格納されている配列から削除し、その結果を表示しなさい。
(例) 〔削除前〕


〔削除後〕
   伊藤  博文    C

伊藤  博文    C
   夏目  漱石    C

夏目  漱石    C
   新渡戸  稲造    B

新渡戸  稲造    B
   聖徳太子    B


福沢  諭吉    A

(4番目のレコードを削除)

   福沢  諭吉    A
練習問題6 Visual Basicの標準コントロールを用いて、加減乗除、剰余および平方根を計算するプログラムを作成しなさい。
(1)  1から10までの数字を加算し、その結果を表示しなさい。
(例)





1  Command1には、終了機能を持たせる。
2  Command2には、1～10までの和を求める計算機能を持たせる。
3  Text1は、計算結果を表示する。
(2)  1から、テキストボックスから入力した数値までの数字を加算し、その結果を表示しなさい。
(3)  例のような、加減乗除、剰余および平方根を計算するプログラムを作成しなさい。
(例)




1  BorderStyleを｢3-固定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ｣に設定すると、実行時にフォームの大きさが変更できない。
2  ShowInTaskbarを｢False｣に設定すると、実行時にタスクバーに登録されない。
3  その他の指示事項は、次のとおりである。

(a)  Alignment      … 1-右揃え
(b)  BackColor      … &H0080FF80&
(c)  Caption        … Calculator
(d)  Icon           … Monitr01.Ico
(4)  前述(3)のプログラムを、次のように変更したプログラムを作成しなさい。
1  データ入出力用のTextBoxは一つにする。
2  ｢＝｣ボタンを追加する。
3  被演算用変数にデータが格納される場合は、次のとおりである。
	プログラムの状態
	格納するタイミング

	(a)  プログラム起動直後
(b)  ｢Clear｣ボタン押下直後
(c)  ｢＝｣ボタン押下直後
	TextBoxに数値を入力して、各演算ボタンを押した場合


(5)  前述(4)のプログラムの処理に加えて、次のように変更したプログラムを作成しなさい。
1  データの入力は、各数字の１文字を表すCommandButtonで行うこと。
2  データ入力中の数字を取り消すために、｢BackSpace｣ボタンを追加する。
3  メニューバーを追加する。
(6)  前述(5)のプログラムの処理に加えて、次のTimerコントロールを追加したプログラムを作成しなさい。
1  Timerコントロールの機能は次のとおり。
(a)  クリックなどのイベントが10秒間ない場合は、各変数を初期化する。
(b)  更に60秒間イベントがない場合は、このプログラムを終了する。
2  Timerコントロールの主なプロパティは次のとおり。
(a)  Enabled
… Timerイベントを発生させる。
True

… Timerイベント有効
False
… Timerイベント無効
(b)  Interval
… Timerイベントの発生間隔をミリ秒単位で設定。
(c)  Name
… Timerイベントのオブジェクト名



Timerコントロールは、ビジュアルプログラミング中はフォーム上に表示されるが、実行中は表示されない。したがって、配置位置は余り意味を持たない。
10．  変数の初期化
Visual Basicは、宣言された変数は記憶領域に割当てられると同時に次のように初期化される。
	データ型
	eq \o\ad(\d\fo"初期値      "(),初期値)

	数値
	０(ｾﾞﾛ)

	固定長文字列
	０(ｾﾞﾛ)で満たされる。

	可変長文字列
	長さが０(ｾﾞﾛ)の文字列

	バリアント型
	Empty

	ユーザ定義型
	要素の各型にしたがって初期化される。


11． 論理演算子の用法
	論理演算子
	意    味
	優先度
	備      考

	Not
	論理否定
	１
	

	And
	論理積
	２
	

	Or
	論理和
	３
	

	Xor
	排他的論理和
	４
	

	Eqv
	論理等価
	５
	equivalenceの略

	Imp
	論理包含
	６
	implyの略


(1)  Eqv演算(論理等価)の真理値表
	expression1
	expression2
	出    力

	０(False)
	０(False)
	１(True)

	０(False)
	１(True)
	０(False)

	１(True)
	０(False)
	０(False)

	１(True)
	１(True)
	１(True)



 Eqv演算(論理等価)は、Not Xorを意味する。
(2)  Imp演算(論理包含)の真理値表
	expression1
	expression2
	出    力

	０(False)
	０(False)
	１(True)

	０(False)
	１(True)
	１(True)

	１(True)
	０(False)
	０(False)

	１(True)
	１(True)
	１(True)



 Imp演算(論理包含)は、入力が一致した場合と、expression2がTrueの時、Trueとなる。
12．  Visual Basic特有の演算子
(1)  連結(＆演算子)

文字列の連結を行う。
(例) "A:\" & "VB\ICONS\" & fName
(2)  パターンマッチ(Like演算子)

次に示すワイルドカード(メタキャラクタ)によって、文字列を比較する。
	パターンマッチ文字
	パターンマッチ文字

	？
	任意の１文字。

	＊
	０個以上の任意の文字。

	＃
	１文字の数字(０～９)。

	[charlist]
	charlistに指定した文字の中のどれか１文字。
ﾊｲﾌﾝ(-)で範囲を指定できる。

	[!charlist]
	charlistに含まれない１文字。


(例) If fName Like "*.ICO" Then ～
(3)  同一オブジェクトの判別(Is演算子)

オブジェクト変数(引数)が指し示すオブジェクトを判別する。
(例) Private Sub Image1_DragDrop(Source As Control, X As Single, Y As Single)
         If Source Is Image1 then
             自分自身にドロップしたときの処理
         End IF
     End Sub
オブジェクト変数とは、オブジェクトを参照するために宣言した変数のことであり、実体はオブジェクトへのポインタを格納する。
	オブジェクト変数
	ジェネリック型
	型
	意    味

	
	  汎用型オブジェクトをいう。
	Form
	任意のフォーム

	
	
	Control
	任意のコントロール

	
	
	MDIForm
	任意のMDIフォーム

	
	
	Object
	任意のオブジェクト

	
	
	

	
	スペシフィック型
	標準コントロール

	
	  特定のコントロールを表す型で、標準コントロールとカスタムコントロールがある。
	CheckBox
	ComboBox
	CommandButton

	
	
	DirListBox
	DriveListBox
	FileListBox

	
	
	Frame
	HScrollBar
	Image

	
	
	Label
	Line
	ListBox

	
	
	Menu
	OptionButton
	PictureBox

	
	
	Shape
	TextBox
	Timer

	
	
	VScrollBar
	
	

	
	
	カスタムコントロール

	
	カスタムコントロールは、現在ActiveXコントロールと呼ばれ、新しいコントロールが追加されている。
	Data
	OLE
	CommonDialog

	
	
	SSTab
	RichTextBox
	TabStip

	
	
	Toolbar
	StatusBar
	ProgressBar

	
	
	TreeView
	ImageList
	ListView

	
	
	Slider
	DBList
	DBComb

	
	
	DBGrid
	
	


13．  画面表示のプロパティ
(1)  ピクセル(画素)

画面上に画像を表示するときの最小単位であるドット(dot)をピクセル(pixel)という。
ピクセルは、ハードウェアに依存するため、ディスプレイや解像度によって画面に表示される長さが異なる。
Windows APIルーチンは、通常、長さをピクセル単位で要求する。
(2)  ｔｗｉｐ
Microsoft Visual Basicで使われている画面上の長さの単位。
ｔｗｉｐは、ディスプレイに依存しないため、すべてのディスプレイ上で作成された時と同じように表示することが可能。
１論理㎝は567twip、１論理ｲﾝﾁは1440twipである。
(3)  ポイント
文字のサイズを表す単位。１ｲﾝﾁ(25.4㎜)の

である。通常、文字のフォントサイズはポイントで表す。
練習問題7 バイオリズムを表示するプログラムを作成しなさい。
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Bio(Bio.frm)

	プロジェクトの設定項目

	スタートアップの設定
	Bio

	タイトル
	Bio

	アイコン
	Bio.ICO





Formのプロパティ
(1)  Height = 3090, Width = 4395

(2)  ScaleMode = 0

PictureBoxのプロパティ
(1)  Height = 2060, Width = 2880

(2)  ScaleMode = 1
(3)  Left = 696, Top = 164
Label、TextBoxおよびCommandButtonはPictureBoxの中にコンテナとして配置すること。
【機能】
(1)  生年月日は、Text1から1980/1/1のように入力する。また、初期値は1980/1/1とする。
(2)  表示月は、Now関数により、コンピュータのシステムが持っている情報から現在の日付を取り出し、表示する。
(3)  TextBoxに表示する情報は、Format関数により、書式を変換し表示する。
(4)  CommandButtonを押下すると、PictureBoxを非表示にして、バイオリズムをFormに表示する。すなわち、入力用Formと出力用Formを共用する。
(5)  表示するバイオリズムは、画面サイズによってグラフが自動的に調整されるようにする。
1.  バイオリズム(biorhythm)
バイオリズムは、生物の体内リズムを表したもので、生物は自然界の周期に合わせて行動していると言われている。
人間の体調や精神状態は、誕生日を基準に一定の周期で、高調、低調を繰り返すことがドイツの医学者によって発表された。これによると、身体は２３日、感情は２８日周期である。
また、オーストリアの大学教授によると、知性は３３日周期である。
この身体、感情および知性の周期を誕生日からの日数により、サインカーブを使って画面に表示する。
2.  文字の表示位置
Form上の指定の位置に文字を表示するには、CurrentXとCurrentYプロパティに座標を設定する。その後、Printメソッドによって表示する文字を出力する。
3.  線の描画
Form上に線を描画するには、LineメソッドまたはPSetメソッドを用いる。この線の太さは、DrawWidthプロパティによって指定され、その単位はドット数(1～32768)である。
また、線種はDrawStyleプロパティで指定(0～6)し、色はForeColorプロパティに指定する。
(例) Formにサインカーブを描画する。
    Sub Form_Click()

        Pai = 4 * Atn(1)    ' πを求める
        Pai2 = Pai * 2      ' π2を求める
        n = 31              ' 分割数を設定
        Scale (0, -1)-(n, 1)' 座標の設定
        Line (1, 0)-(n, 0)  ' 中心線の描画
        ForeColor = QBColor(5) ' 線の色(マゼンダ)を設定
        For x = 0 To n

            p = -Sin(x * Pai2 / n)  ' sin(x)を求める
            Line -(x, p)    ' 直前に描画した線と結ぶ
        Next

    End Sub

4.  日数の計算
日数の計算は、日付をDateValue関数によってシリアル日数を求めて行う。このDateValue関数は、1899/12/30を0として引数に設定された日付のシリアル日数を戻り値として返す。
(例) Formに経過日数を表示する。
    Sub Form_Click()

        D1 = DateValue("1980/1/1")
  ' シリアル日数を求める
        D2 = DateValue("2000/8/1")
  ' シリアル日数を求める
        Print Format(D2 - D1, "#######0")  '  書式を変換して表示する
    End Sub

5.  バイオリズムを描画
バイオリズムの描画は、
1  各周期のずれを調整して描画開始位置を調整する。
2  次に、1日目をPSetメソッドで描画する。
3  2日目から31日目までを計算し、Lineメソッドで線を結ぶ。
の順に処理を行う。
例題1 テキスト･P44の「世界の国旗」アプリケーションを作成しなさい。
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Form1(DspFlg.frm)
	プロジェクトの設定項目

	スタートアップの設定
	Form1

	タイトル
	世界の国旗

	アイコン
	Default

	Pictureのセットアップされているpath

	  \\OkaGp200\Public\Microsoft Visual Basic\GRAPHICS


【機能】
(1)  ImageコントロールをClickすると、国旗に対応した国名をTextBoxコントロールに表示する。
(2)  CommandButtonコントロールをClickすると、アプリケーションは終了する。
【手順】
(1)  テキスト･P49図1-35を参考に、Form1フォームにImageコントロールを配置する。この場合、①～⑤の順番に注意すること。
(2)  テキスト･P53図1-41を参考に、Form1フォームにTextboxコントロールを配置する。
(3)  テキスト･P53図1-42を参考に、Form1フォームにCommandButtonコントロールを配置する。
(4)  Form1フォームのCaptionプロパティを、"世界の国旗"に変更する。
(5)  テキスト･P52図1-39を参考に、各ImageコントロールのPictureプロパティに、国旗アイコンをロードする。
(6)  TextboxコントロールのTextプロパティを空欄にする。
(7)  CommandButtonコントロールのCaptionプロパティを、"おわり"に変更する。
(8)  日本の国旗がロードされているImageコントロールをダブルクリックしてコードウィンドウを開く。テキスト･P59図1-50を参考に、イベントプロシージャを記述する。
(9)  前述(8)を参考に、その他のImageコントロールに関するイベントプロシージャを記述する。
(10)  コードウィンドウのオブジェクトボックス"Command1"とプロシージャボックス"Click"を選択して、CommandButtonコントロールのイベントプロシージャを作成する。
(11)  テキスト･P61図1-52を参考に、CommandButtonコントロールに関するイベントプロシージャを記述する。
【追加機能】
サンプルアプリケーションを参考にして、次の機能を追加しなさい。
(1)  CommandButtonコントロール(クリアボタン)をClickすると、TextBoxコントロールを空欄にする(動作は､サンプルアプリケーションで確認すること)。
サンプルアプリケーションが保存されているpathとアプリケーション名
\\OkaGp200\Public\Microsoft Visual Basic\Example\Project1.EXE
(2)  終了時に、MsgBoxを表示して終了する。
応用1 例題1のアプリケーションに、次の機能を追加したアプリケーションを作成しなさい。
【機能】
サンプルアプリケーションを参考にして、次の機能を実装しなさい。
サンプルアプリケーションが保存されているpathとアプリケーション名
\\OkaGp200\Public\Microsoft Visual Basic\Example\Project2.EXE
(1)  ImageコントロールをClickすると、国旗に対応した国名をTextBoxコントロールに表示する。
(2)  CommandButtonコントロール(終了)をClickすると、MsgBoxを表示してアプリケーションは終了する。
(3)  CommandButtonコントロールをClickすると、コントロールの状態により次のように動作する。
(a)  「カット」と表示されている場合は、TextBoxコントロールを空欄にする。
(b)  「復元」と表示されている場合は、前述(a)でTextBoxコントロールに表示されていた文字列をTextBoxコントロールに復元し表示する。
【実装】
(1)  CommandButtonコントロール(CommandButton2)の二つの状態を区別する、論理型変数を実装する。
(2)  CommandButtonコントロール(CommandButton2)の見出し表示を、プロシージャの中で状態に合せて変更する。
(3)  CommandButtonコントロール(CommandButton2)の見出し表示が「カット」の場合、TextBoxコントロールに表示されている文字列を別の文字列型変数に格納し、その後TextBoxコントロールを空欄にする。
(4)  CommandButtonコントロール(CommandButton2)の見出し表示が「復元」の場合、前述(3)で格納した文字列をTextBoxコントロールに復元し表示する。
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〔状態Ａ〕




〔状態Ｂ〕
例題2 テキスト･P18の「言葉遊び」アプリケーションを作成しなさい。
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Project1(WordPlay.vbp)

Form1(WordPlay.frm)

	プロジェクトの設定項目

	スタートアップの設定
	Form1

	タイトル
	言葉遊び

	アイコン
	BOOK06.ICO

	Pictureのセットアップされているpath

	  \\OkaGp200\Public\Microsoft Visual Basic\GRAPHICS\ICONS\WRITING


【機能】
テキスト･P18～P19を参考にして、次の機能を実装しなさい。
(1)  ComboBoxコントロールの

をClickすると、テキスト･P18の表に対応した言葉を選択できる。
(2)  Combo1とCombo2は、テキストボックス部への入力を禁止する。
(3)  CommandButtonコントロール(終了)をClickすると、MsgBoxに選択された言葉を連結表示してアプリケーションは終了する。
(例) 絵美ちゃん今度の土曜日コンサートへ行こうか？
【手順】
(1)  テキスト･P19を参考に、Form1フォームに左から順にComboBoxコントロールを配置する。この場合、配置の順番に注意すること。
(2)  Form1フォームにCommandButtonコントロールを追加配置する。
(3)  CommandButtonコントロールのCaptionプロパティを、"終了"に変更する。
(4)  CommandButtonコントロールをダブルクリックして、コードウィンドウを開きイベントプロシージャを記述する。
【実装】
ComboBoxコントロールのListプロパティの実装は、次のとおりである。
(a)  デザイン時にListプロパティを設定する。
(1)  ComboBoxコントロールのListプロパティの

をクリックし、リスト部を開く。
(2)  "絵美ちゃん"と入力し、eq \x(Ctrl)+eq \x(Enter)を押す。この操作を、必要回数繰り返す。
(b)  実行時にForm_Loadプロシージャの中で、Listプロパティを設定する。
(1)  Combo2.List(0) = "今度の土曜日"
(c)  実行時にForm_Loadプロシージャの中で、AddItemメソッドを使用してListプロパティを設定する。
(1)  Combo3.AddItem "コンサートへ"
ComboBoxコントロールのテキストボックス部への入力禁止は、Styleプロパティで設定する。
(1)  Styleプロパティの

をクリックし、"2  'ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ ﾘｽﾄ"を選択する。
ComboBoxコントロールで選択(入力)された文字列は、Textプロパティで取得する。
【追加機能】
テキスト･P20を参考にして、次の機能を追加しなさい。
(1)  CheckBoxコントロール(ガールフレンド)をCheckすると、各ComboBoxコントロールが"絵美ちゃん今度の土曜日コンサートへ行こうか？"が選択された状態にする。
(2)  CheckBoxコントロール(オフィスの仲間たち)をCheckすると、各ComboBoxコントロールが"皆さん明日は第一会議室で会議ですよ"が選択された状態にする。
(3)  一方のCheckBoxコントロールをCheckした時、他方のCheckBoxコントロールのチェックマークが外れるようにする。
〔ガールフレンドをCheckした例〕
[image: image9.png]| || o 0 ) v e | i s |

© HEIEER 7

I ATADIRS





【実装】
(1)  CheckBoxコントロールの状態(オン、オフなど)は、Valueプロパティで確認・設定する。
(2)  プログラム実行時にComboBoxコントロールの任意の項目を選択する場合、ListIndexプロパティに整数値(項目番号-1)を設定する。
	Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃのデバッグツール

	デバッグツール
	ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰ
	機        能

	ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ
	eq \x(F9)
	アプリケーションの実行を中断する行を設定。

	ｽﾃｯﾌﾟｲﾝ
	eq \x(F8)
	実行可能な次のステートメントを1ステップずつ実行。

	ｽﾃｯﾌﾟｵｰﾊﾞｰ
	eq \x(Shift)+eq \x(F8)
	実行可能な次のステートメントを実行する。別のプロシージャを呼び出すステートメントの場合、そのプロシージャ全体を1ステップとして実行。

	ｽﾃｯﾌﾟｱｳﾄ
	eq \x(Ctrl)+eq \x(Shift)+eq \x(F8)
	現在のプロシージャ内の残りのステートメントを実行し、呼び出し元のプロシージャの次の行で実行を中断。

	ｳｫｯﾁ
	
	変数、式、プロパティの値を表示。

	ｳｫｯﾁｳｨﾝﾄﾞｳ
	
	｢ウォッチ式の追加(A)｣で追加された式を表示。

	ｲﾐﾃﾞｨｴｰﾄｳｨﾝﾄﾞｳ
	eq \x(Ctrl)+eq \x(G)
	中断モード中、コード又はクエリーの値を実行。

	ﾛｰｶﾙｳｨﾝﾄﾞｳ
	
	カレントプロシージャで宣言されているすべての変数とその値を自動的に表示。

	呼び出し履歴
	eq \x(Ctrl)+eq \x(L)
	中断モード中、呼び出されているがまだ実行が完了していないプロシージャを一覧表示。


例題3 練習問題5-(10)と(11)を利用して、次のアプリケーションを作成しなさい。
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Project1(ListStrc.vbp)

Form1(ListStrc.frm)




Module1(ListStrc.bas)
	プロジェクトの設定項目

	スタートアップの設定
	Form1

	タイトル
	リスト構造演習

	アイコン
	POINT02.ICO

	Pictureのセットアップされているpath

	  \\OkaGp200\Public\Microsoft Visual Basic\GRAPHICS\ICONS\ARROWS
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〔アプリケーションの外観〕
【機能】
(1)  『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『ﾌｧｲﾙ(F)』→『終了(X)』と操作すると、アプリケーションは終了する。
(2)  eq \x(Ctrl)+eq \x(X)と押下した場合も、アプリケーションは終了する。⇒ ｢ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰ｣の設定
(3)  『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『編集(E)』→『挿入(I)』と操作すると、練習問題5-(10)と同様にデータを挿入する。
(4)  eq \x(Ctrl)+eq \x(I)と押下した場合も、前述(3)と同様の動作をする。
(5)  『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『編集(E)』→『削除(D)』と操作すると、練習問題5-(11)と同様にデータを削除する。
(6)  eq \x(Ctrl)+eq \x(D)と押下した場合も、前述(5)と同様の動作をする。
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(7)  『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報(A)』と操作すると、次のようなMsgBoxを表示する。
(8)  ドロップダウンメニューの各メニュー項目には、セパレータを入れる。
サンプルアプリケーションが保存されているpathとアプリケーション名
\\XXXXXXXX\Public\Microsoft Visual Basic\Example\Project3.EXE
【手順】
(1)  テキスト･P506メニューの作成方法を参考に、Form1フォームにMenuコントロールを配置する。ただし、今回はコントロール配列を使用しない。
(2)  Menuコントロールを『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『終了(X)』と操作して、コードウィンドウを開き、メニュー項目に必要なイベントプロシージャを作成する。
(3)  『ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ』→『ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(P)』→『ﾌｧｲﾙの追加(A)』と操作して、次の標準モジュールをプロジェクトに追加する。
D:\HOME\USERXXX\任意のpath\ModuleXX.bas(練習問題5-(10)で作成した標準モジュール)

(4)  前述(3)で追加した標準モジュールの名前を変更する。
(例) Module1 → Module2
(5)  前述(3)を参考に、次の標準モジュールをプロジェクトに追加する。
D:\HOME\USERXXX\任意のpath\ModuleXX.bas(練習問題5-(11)で作成した標準モジュール)

(6)  前述の二つの標準モジュールと統合して、新規に標準モジュールModule3を作成する。
(7)  前述(3)と(5)の標準モジュールを解放する(変更を保存しないこと)。
(8)  標準モジュールModule3を、Module1に名前を変更する。
(9)  標準モジュールから必要なソースコードを、前述(2)のイベントプロシージャにCut & Pasteする。
【実装】
(1)  定数、ユーザ定義型宣言、ユーザ定義型変数宣言は、パブリックスコープとする。
(2)  配列のデータの初期化は、Form_Loadプロシージャで行う。
(3)  アプリケーションの終了は、MenuEnd_Clickプロシージャに記述する。
(4)  データの挿入機能は、MenuInsert_Clickプロシージャに記述する。
(5)  データの削除機能は、MenuDelete_Clickプロシージャに記述する。
(6)  バージョン情報の表示機能は、MenuAbout_Clickプロシージャに記述する。
(7)  MsgBox関数で表示するためのメッセージを作成する処理は、標準モジュールに記述する。仕様は次のとおりである。
MakeMSG(iCNT As Integer, sText As String, ByVal iPTR As Intege)
iCNT:
使用されている配列要素数
sText:
メッセージ
iPTR:
先頭
(8)  プロシージャの呼び出しは、Callステートメントで行う。

補習1 プログラムの構造化とモジュールの独立性

001Public Const NULPTR = -1            ' 無効(NULL)ﾎﾟｲﾝﾀ定数の定義
002Public Type MyType                  ' ユーザ定義型宣言
003    sName As String

004    sType As String * 1

005    iPTR As Integer

006End Type

007Public MyDat(0 To 10) As MyType     ' ユーザ定義型変数(配列)宣言

008Public Sub MakeMSG(iCNT As Integer, sText As String, ByVal iPTR As Integer)
009    iCNT = 1

010    Do While MyDat(iPTR).iPTR <> NULPTR

011        sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

012        iCNT = iCNT + 1

013        iPTR = MyDat(iPTR).iPTR

014    Loop

015    sText = sText & MyDat(iPTR).sName & "   " & MyDat(iPTR).sType & Chr(&HA)

016End Sub

017Private Sub Form_Load()
018    MyDat(1).sName = "伊藤  博文"

019    MyDat(1).sType = "C"

020    MyDat(1).iPTR = 2

021    MyDat(2).sName = "夏目  漱石"

022    MyDat(2).sType = "C"

023    MyDat(2).iPTR = 3

024    MyDat(3).sName = "新渡戸  稲造"

025    MyDat(3).sType = "B"

026    MyDat(3).iPTR = 4

027    MyDat(4).sName = "聖徳太子"

028    MyDat(4).sType = "B"

029    MyDat(4).iPTR = 5

030    MyDat(5).sName = "福沢  諭吉"

031    MyDat(5).sType = "A"

032    MyDat(5).iPTR = NULPTR          ' ﾃﾞｰﾀの末尾を設定
033    MyDat(0).iPTR = 1               ' 先頭ﾃﾞｰﾀのﾎﾟｲﾝﾀを設定
034End Sub
035Private Sub MenuInsert_Click()
036    Dim insName As String

037    Dim insType As String * 1

038    Dim insPTR As Integer

039    Dim iTail As Integer

040    Dim sText As String

041    sText = ""

042    MakeMSG iTail, sText, MyDat(0).iPTR   ' MsgBox用表示メッセージ作成
043    iTail = iTail + 1

044    MsgBox sText, , "練習問題5-10 挿入前"

045    insName = InputBox("挿入する氏名を入力してください?", "練習問題5-10")

046    insType = UCase(InputBox("タイプ(A-D)を入力してください?", "練習問題5-10"))

047    insPTR = Val(InputBox("挿入する位置(1-" & Str(iTail) & ")を入力してください?", _

048             "練習問題 5-10"))

049    MyDat(iTail).sName = insName

050    MyDat(iTail).sType = insType

051    MyDat(iTail).iPTR = MyDat(insPTR - 1).iPTR

052    MyDat(insPTR - 1).iPTR = iTail

053    sText = ""

054    MakeMSG iTail, sText, MyDat(0).iPTR   ' MsgBox用表示メッセージ作成
055    MsgBox sText, , "練習問題5-10 挿入後"

056End Sub
057Private Sub MenuDelete_Click()
058    Dim delPTR As Integer

059    Dim iTail As Integer

060    Dim sText As String

061    sText = ""

062    MakeMSG iTail, sText, MyDat(0).iPTR   ' MsgBox用表示メッセージ作成
063    iTail = iTail + 1

064    MsgBox sText, , "練習問題5-11 削除前"

065    delPTR = Val(InputBox("削除する位置(1-" & Str(iTail - 1) & ")を入力してください?", _

066             "練習問題5-11"))

067    MyDat(delPTR - 1).iPTR = MyDat(delPTR).iPTR

068    sText = ""

069    MakeMSG iTail, sText, MyDat(0).iPTR   ' MsgBox用表示メッセージ作成
070    MsgBox sText, , "練習問題5-11 削除後"

071End Sub
072Private Sub MenuAbout_Click()
073    MsgBox "リスト構造(単方向)演習", vbInformation, "例題3"

074End Sub
075Private Sub MenuEnd_Click()
076    End

077End Sub
モジュール強度(strength:個々のモジュール内の関連性を示す尺度)

1  暗号的
… 関連のない機能がモジュール内に複数ある。
2  論理的
… 関連のある複数の機能がモジュール内にあって、その実行すべき機能を引数などで指示する場合。
3  時間的
… 特定の時点で行うべきすべての機能をまとめたような場合。
4  手順的
… 関連のある複数の機能がモジュール内にあって、それが順番に実行される場合。
5  連絡的
… 複数の逐次的な機能を持ち、モジュール内の各要素間のデータの受渡しをしたり、同一のデータを参照しているような場合。
6  情報的
… 同一のデータ構造を扱う複数の機能をまとめた場合。
7  機能的
… 単一の機能だけを持つ。
モジュール間結合度(coupling:他のモジュールとの関連性を示す尺度)

1  内容
… 他のモジュールの内部を直接参照したり、一部のルーチンを共有する。
2  共通
… 他のモジュールで外部宣言された共通域のデータ構造を参照する。
3  外部
… 他のモジュールで外部宣言された共通域の単純データを参照する。
4  制御
… 他のモジュールを呼び出す時に、制御情報としてパラメタを渡す。
5  スタンプ… 共通域にないデータ構造を引数として渡す。(Call by reference)
6  データ
… 単純なデータ要素だけを引数として渡す。(Call by value)
    『引数は、単純なデータ要素だけを渡すこと。』
応用3 例題3のアプリケーションに、次の機能を追加したアプリケーションを作成しなさい。
【機能】
(1)  データの挿入操作後に、さらにデータの削除操作が実行できる。
(2)  データの削除操作後に、さらにデータの挿入操作が実行できる。
(3)  データの削除操作が行われた配列要素を、データの挿入操作時に再使用できる。



(4)  配列の内容をフォームに表示する。
〔配列の内容を表示するフォーム〕
(サイズは、縦長にしておいた方が見やすい)
【手順】
(1)  プロジェクトに、Form2フォームを追加する。
(2)  上記の表示例を参考に、Form2フォームにComboBoxコントロールを配置する。
(3)  テキスト･P467を参考に、ComboBoxコントロールのstyleプロパティを"標準ｺﾝﾎﾞ"に設定する。
【実装】
(1)  リスト構造の｢次のデータを指し示すポインタ｣を、次のように設計変更する。
1  iPTR > 0 :
次のデータの配列要素番号
2  iPTR = 0 :
データが削除された状態(無効レコード)を表す。
3  iPTR = -1:
データの末尾を表す。
(2)  操作(挿入・削除)対象となるデータの配列要素番号を取得する関数を、標準モジュールに作成する。
GetPosi(ByVal iPTR As Integer) As Integer
  iPTR:
操作(挿入・削除)したいデータのリスト構造上の配置番号
  戻り値:
操作(挿入・削除)対象となるデータの配列要素番号
(3)  データの削除操作を行う場合、リンクの更新と共に対象となるデータのポインタに無効レコードを表すデータを格納する(前述(1)を参照のこと)。
(4)  データの挿入操作を行う場合、前述(2)で取得した配列要素が無効レコードであるか否かを確認する処理を追加する。
(5)  ComboBoxコントロールに配列要素の内容を表示するサブルーチンプロシージャを、標準モジュール上に作成する。
DspArray()
1  ComboBoxコントロールのListプロパティへの項目の追加は、AddItemメソッドを使用する。
2  Formの表示は、Showメソッドを使用する。
サンプルアプリケーションが保存されているpathとアプリケーション名
\\XXXXXXXX\Public\Microsoft Visual Basic\Example\Project4.EXE

【追加機能】
(1)  アプリケーションが起動した時、Form1フォームをディスプレイの中央に表示する。
(2)  Form2フォームを表示する場合、Form2フォームをディスプレイの右下に表示する。
【実装】
(1)  サブテキスト･P5を参考に、標準モジュールにAPI関数を宣言する。
Declare Function API関数名 Lib "DLL名" Alias "API関数別名" (引数ﾘｽﾄ) As 関数型
API関数名:有効なプロシージャ名を指定。DLLのｴﾝﾄﾘｰﾎﾟｲﾝﾄは大文字小文字を区別。
DLL名:    宣言するプロシージャが含まれているDLLまたはｺｰﾄﾞﾘｿｰｽの名前を指定。
(2)  サブテキスト･P7を参考に、次の処理をForm_Load()に追加記述する。
1  ディスプレイの解像度の幅(Width)と高さ(Height)を、API関数によって取得する。
2  オブジェクトの水平または垂直方向の、ピクセルあたりのtwip数を取得する。
Screenオブジェクトとは、Windowsのデスクトップ全体を示す。
3  Form1フォームのTopプロパティとLeftプロパティに、Form1フォームが中央になるような値(式)を設定する。
4  Form2フォームのTopプロパティとLeftプロパティに、Form2フォームが右下になるような値(式)を設定する。
【考察】
例題4 練習問題3-(7)を利用して、次のアプリケーションを作成しなさい。
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Project1(Discomfort.vbp)

Form1(Discomfort.frm)




Module1(Discomfort.bas)
	プロジェクトの設定項目

	スタートアップの設定
	Form1
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〔アプリケーションの外観〕
【機能】
(1)  TextBoxコントロールから、気温(乾球、湿球)を入力して、CommandButtonコントロール(計算)をClickすると、不快指数と不快度をTextBoxコントロールに表示する。
(2)  CommandButtonコントロール(終了)をClickすると、アプリケーションは終了する。
(3)  気温(乾球)を入力せずにCommandButtonコントロール(計算)をClickすると、MsgBox関数によって"温度欄が空欄です。"と表示し、計算処理を中止する。
(4)  気温(湿球)を入力せずにCommandButtonコントロール(計算)をClickすると、MsgBox関数によって"湿度欄が空欄です。"と表示し、計算処理を中止する。
【実装】
(1)  不快指数を計算する関数プロシージャは、標準モジュールに記述する。
仕様は次のとおりである(数式は練習問題3-(7)を参照)。
GetDiscIDX(ByVal iTemp As Integer, ByVal iHygro As Integer) As Double
iTemp:
乾球の温度
iHygro:
湿球の温度
戻り値:
不快指数
(2)  不快度を選択する関数プロシージャは、標準モジュールに記述する。
仕様は次のとおりである(メッセージは練習問題3-(7)を参照)。
GetDiscMSG(ByVal dDiscIDX As Double) As String
dDiscIDX:
不快指数
戻り値:
不快度を表すメッセージ
(3)  機能(3)と(4)のMsgBox関数の仕様は次のとおりである。
prompt:
機能(3)と(4)の説明のとおり。
buttons:



title:
"例題4"
戻り値:
なし
(4)  不快指数の表示は、Format関数によって小数点第2位まで表示する。
【構文】
  Format(expression[, format[, firstdayofweek[, firstweekofyear]]])As String
  expression
… 任意の式を指定
  format

… 定義済み書式または表示書式指定文字を指定
  firstdayofweek
… 週の1日目を指定する定数を指定
  firstweekofyear… 年の第1週を指定する定数を指定
  戻り値

… 書式変換した文字列
  解説：任意の式を指定した書式に変換し、その文字列を示すバリアント型の値を返す
	数値表示書式指定文字 (Format関数)

	文字
	表示形式

	なし

	指定した数値をそのまま返す。

	０
	

	＃
	

	．
	

	，
	

	％
	

	：
	

	／
	

	￥
	

	E+,E-,e+,e-
	

	表示形式をVisual Basicのヘルプを参考に記述すること。


サンプルアプリケーションが保存されているpathとアプリケーション名
\\XXXXXXXX\Public\Microsoft Visual Basic\Example\Project5.EXE
【追加機能】
次の機能を追加したアプリケーションを作成しなさい。
作業用フォルダは、現在のままとするが、その他のファイル名などは、次のとおりとする。
	プロジェクトの設定項目

	プロジェクト名
	Project1(Discomfort2.vbp)

	フォームモジュール
	Form1(Discomfort2.frm)

	標準モジュール
	Module1(Discomfort2.bas)

	スタートアップの設定
	Form1

	タイトル
	例題4-2


〔アプリケーションの外観〕
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(1)  気温(乾球、湿球)をTextBoxコントロールから入力する代わりに、HScrollBarコントロールを使用する。
(2)  HScrollBarコントロールのスクロールバーの現在の位置の値を、TextBoxコントロールに表示する。
(3)  HScrollBarコントロールを操作すると、直ちに不快指数と不快度の計算を行い、TextBoxコントロールにその結果を表示する。
(4)  アプリケーションが起動した時、各HScrollBarコントロールは20℃示していること。
(5)  各HScrollBarコントロールは、-30℃～60℃の範囲で操作可能とする。
(6)  各HScrollBarコントロールの

をClickすると、温度は1℃ずつ変化する。
(7)  各HScrollBarコントロールの

間の領域をClickすると、温度は5℃ずつ変化する。
【手順】
(1)  新しいプロジェクトの作成を行う。
(2)  プロジェクト内のForm1を解放する。
(3)  例題3の手順(3)を参考に、Discomfort.frmとDiscomfort.basをプロジェクトに追加し、Formモジュールは名前を付け替えて保存する(標準モジュールはそのままとする)。
(4)  Form1フォーム上の不要なコントロールとソースコードを削除する。
(5)  テキスト･P344を参考に、Form1フォームにHScrollBarコントロールを配置する。
(6)  テキスト･P192を参考に、HScrollBarコントロールのイベントプロシージャを作成する。
· 標準モジュールには変更箇所はない。
【実装】
(1)  Form_Loadプロシージャでは、次の処理を行う。
1  各HScrollBarコントロールのスクロールの最大値(右端)を設定する。
2  各HScrollBarコントロールのスクロールの最小値(左端)を設定する。
3  

Click時のスクロール量(1℃)を設定する。
4  

間の領域Click時のスクロール量(5℃)を設定する。
5  各HScrollBarコントロールのスクロールバーの値を表示する。
6  不快指数と不快度を計算し、TextBoxコントロールに表示する。
· ただし、①～④はデザイン時にも設定可能である。
(2)  HScrollBarコントロールのスクロールバーの値は、Valueプロパティで取得・設定する。
(3)  不快指数と不快度を求めるサブルーチンプロシージャは、Formモジュールに記述する。
仕様は次のとおりである。
CalcProcedure()
機能
(a)  標準モジュール中のGetDiscIDX関数によって、不快指数を求める。
(b)  Format関数によって、不快指数を小数点第2位まで表示する。
(c)  標準モジュール中のGetDiscMSG関数によって、不快度を求める。
【考察】
HScrollBarコントロールの主なイベントプロシージャとプロパティを調査しなさい。
  Change
  GotFocus
  Scroll
  Max
  Min
  LargeChange
  SmallChange
  Value
【すぐ解決(1)】
[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P52(P52.VBP, P52.FRM)

[プログラムの説明]

 テキスト･P52のプログラムを次のように作成し、その動作を確認しなさい。
[フォーム]




[プログラム]

 Option Explicit                             ' 変数の明示的宣言の強制
 Dim intTwoDArray(20, 40) As Integer         ' 整数型2次元配列の定義
 Dim Bounds(5 To 10, 20 To 100) As Variant   ' バリアント型2次元配列の定義
 Dim strMsg As String                        ' 文字列型変数の定義
 Dim x, y As Integer                         ' 整数型変数の定義
 Private Sub Command1_Click()

     strMsg = InputBox("2次元配列の要素番号を指定(x)", "配列へのデータ入力", 10)

     x = Val(strMsg)

     strMsg = InputBox("2次元配列の要素番号を指定(y)", "配列へのデータ入力", 20)

     y = Val(strMsg)

     strMsg = "2次元配列の要素(" & x & "," & y & ")のデータを入力(整数)"

     intTwoDArray(x, y) = Val(InputBox(strMsg, "配列へのデータ入力"))

     strMsg = "intTwoDArray(" & x & "," & y & ") ==> " & str(intTwoDArray(x, y))

     MsgBox strMsg, vbOKOnly, "配列の操作"

 End Sub

 Private Sub Command2_Click()

     strMsg = InputBox("2次元配列の要素番号を指定(x)", "配列へのデータ入力", 1)

     x = Val(strMsg)

     strMsg = InputBox("2次元配列の要素番号を指定(y)", "配列へのデータ入力", 10)

     y = Val(strMsg)

     strMsg = "2次元配列の要素(" & x & "," & y & ")のデータを入力(文字列)"

     Bounds(x, y) = InputBox(strMsg, "配列へのデータ入力")

     strMsg = "Bounds(" & x & "," & y & ") ==> " & Bounds(x, y)

     MsgBox strMsg, vbOKOnly, "配列の操作"

 End Sub

[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P56(P56.VBP, P56.FRM)

[プログラムの説明]

 テキスト･P56のプログラムを次のように作成し、その動作を確認しなさい。
[フォーム]

[image: image16.png]i [_[C1x]

0B





[プログラム]

 Dim intArray()  As Integer                             ' 動的配列の宣言
 Private Sub Command1_Click()

     Dim i, Max As Integer                              ' 整数型変数の定義
     Max = Val(InputBox("配列の要素数を入力(整数)", "動的配列の宣言", 10))

     ReDim intArray(Max)                                ' 配列の添字の範囲の変更
     Text1.Text = ""                                    ' テキストボックスの初期化
     For i = 1 To Max

         intArray(i) = i

         Text1.Text = Text1.Text & Str(intArray(i)) & ", "

     Next i

 End Sub

【考察】

[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P61(P61.VBP, P61.FRM, P61.BAS)

[プログラムの説明]

 テキスト･P61のプログラムを次のように作成し、その動作を確認しなさい。
[フォーム]




[プログラム]

 Option Explicit                           ' 変数の明示的宣言の強制
 Type Myrecord                             ' ユーザ定義型の宣言
     strName As String * 10                ' メンバーstrNameの定義
     strAddress As String * 20             ' メンバーstrAddressの定義
 End Type

 Option Explicit                           ' 変数の明示的宣言の強制
 Dim WriteData(5) As Myrecord              ' Myrecord型出力領域の定義
 Dim ReadData(5) As Myrecord               ' Myrecord型入力領域の定義
 Dim i As Integer                          ' 整数型変数の定義
 Private Sub Form_Load()                   ' フォームがロードされた時に自動実行
     Dim j As Integer                      ' プロシージャスコープ変数変数
     i = 1

     For j = 1 To 5

         With ReadData(j)                  ' With文による一括処理
             .strName = ""

             .strAddress = ""

         End With

     Next j

 End Sub

 Private Sub Command1_Click()

     With ReadData(i)

         .strName = InputBox("氏名を入力", "データ№" & Str(i))

         .strAddress = InputBox("住所を入力", "データ№" & Str(i))

     End With

 End Sub

 Private Sub Command2_Click()

     Dim j As Integer

     Text1.Text = ""

     For j = 1 To 5

         WriteData(j) = ReadData(j)

         With WriteData(j)

             Text1.Text = Text1.Text & Str(j) & " "

             Text1.Text = Text1.Text & .strName & Chr(&HD) & Chr(&HA)

             Text1.Text = Text1.Text & Str(j) & " "

             Text1.Text = Text1.Text & .strAddress & Chr(&HD) & Chr(&HA)

         End With

     Next j

 End Sub

 Private Sub Command3_Click()

     i = i + 1                             ' 変数iをインクリメント
 End Sub

【考察】
[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P64(P64.VBP, P64.FRM)

[プログラムの説明]

 テキスト･P64のプログラムを次のように作成し、その動作を確認しなさい。
[フォーム]
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[プログラム]

 Option Explicit                           ' 変数の明示的宣言の強制
 Dim PhoneBook As New Collection           ' PhoneBook型コレクションの生成
 Private Sub Command1_Click()

     With PhoneBook

         .Add InputBox("電話番号を入力")   ' Addメソッドによるメンバの追加
         .Add InputBox("住所を入力")

         .Add InputBox("IDを入力")

         Text2.Text = .Count               ' Countプロパティ値の取得
     End With

     Call Command3_Click                   ' Call文によるプロシージャの呼出し
 End Sub

 Private Sub Command2_Click()

     Dim IDX As Integer

     IDX = Val(InputBox("削除するindexを入力"))

     With PhoneBook

         .Remove IDX                       ' Removeメソッドによるメンバの削除
         Text2.Text = .Count

     End With

 End Sub

 Private Sub Command3_Click()

     Dim IDX As Integer

     Text1.Text = ""

     For IDX = 1 To PhoneBook.Count

         With PhoneBook                    ' Itemメソッドによるメンバへのアクセス
             Text1.Text = Text1.Text & Str(IDX) & " "

             Text1.Text = Text1.Text & .Item(IDX) & Chr(&HD) & Chr(&HA)

         End With

     Next IDX

 End Sub

【考察】
【すぐ解決(2)】
[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P99(P99.VBP, P99.BAS)
[プログラムの説明]

 テキスト･P99のプログラムを次のように作成し、その動作を確認しなさい。
[プログラム]

 Option Explicit                           ' 変数の明示的宣言の強制
 Dim IDArray As Variant                    ' Variant型変数の定義
 Private Sub Main()

     Dim ArrayItem As Variant              ' Variant型変数の定義
     Dim i As Integer

     Dim strMsg As String

     i = 1                                 ' ↓Array関数による配列の生成
     IDArray = Array("Aichi Pref.", "Gifu Pref.", "Mie Pref.")

     For Each ArrayItem In IDArray         ' For Each文
         strMsg = "No." & Str(i) & " ==> " & ArrayItem

         MsgBox strMsg, vbOKOnly, "For Each statement"

         i = i + 1

     Next ArrayItem

 End Sub

【考察】

[ファイル名]

 D:\Home\User1XX\VB\BB\P99A(P99A.VBP, P99A.BAS)
[プログラム]

 Option Explicit                           ' 変数の明示的宣言の強制
 Dim IDArray(1 To 3) As String             ' 文字列型配列の定義
 Private Sub Main()

     Dim i As Integer

     Dim strMsg As String

     IDArray(1) = "Aichi Pref."            ' 配列の初期化
     IDArray(2) = "Gifu Pref."

     IDArray(3) = "Mie Pref."

     For i = 1 To UBound(IDArray)

         strMsg = "No." & Str(i) & " ==> " & IDArray(i)

         MsgBox strMsg, vbOKOnly, "For Each statement"

     Next i

 End Sub

【考察】
  P99.BASのプログラムと比較して、メリット及びデメリットを考察しなさい。

【プログラムの検証】                                                            2004.5
練習問題１(D:\Home\User1XX\VB\Renshu1)

(2)  Project2.vbp,  Module2.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim MyText As String                    ' 可変長文字列変数MyTextの宣言
    MyText = "Hello World!!"                ' 変数MyTextに文字列定数を代入
    MsgBox MyText, vbExclamation            ' MsgBox関数による文字列の表示
End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  SubプロシージャまたはFunctionプロシージャ内では、Dim文による変数の宣言が可能である。
  プロシージャ内でDim文によって宣言された変数は、ローカルスコープを持ち、そのプロシージャ内でのみ有効となる。
【プロジェクトの保存】
  プロジェクト内の各ファイルは、
(a)  プロジェクト        → Project1.vbp
(b)  フォームモジュール  → Form1.frm
(c)  標準モジュール      → Module1.bas
  に、個別に保存される。
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(3)  Project3.vbp,  Module3.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Public PubText As String                    ' パブリック変数PubTextの宣言
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    PubText = "Hello World!!"               ' 変数PubTextに文字列定数を代入
    MsgBox PubText, vbQuestion, "練習問題1-3"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  標準モジュールの"General Declaration"内でPublic文によって宣言された変数は、パブリックスコープを持ち、そのモジュール全域と他のモジュール全域で有効となる。
(4)  Project4.vbp,  Module4.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Public PubSTR As String                 ' 可変長文字列変数PubSTRの宣言
    PubSTR = "Hello World!!"                ' 変数PubSTRに文字列定数を代入
    MsgBox PubSTR, vbCritical, "練習問題1-4"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  SubプロシージャまたはFunctionプロシージャ内では、相異なる属性を持つPublic文による変数の宣言は不可能である。
  よって、変数PubSTRは定義されない。
(5)  Project5.vbp,  Module5.bas, Form5.frm
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    FrmPubText = " Hello World!!"           ' 変数FrmPubTextに文字列を代入
    MsgBox FrmPubText, vbCritical, "練習問題1－5"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
Option Explicit                             ' Form1(Form5.frm)内に記述
Public FrmPubText As String                 ' 可変長文字列変数FrmPubTextの宣言
【考察】
  フォームモジュールの"General Declaration"内でPublic文によって宣言された変数は、モジュールスコープを持ち、そのモジュール全域で有効となる。⇒ ファイルスコープ
  しかし、標準モジュールからは参照できない。
  よって、変数FrmPubTextへのアクセスは不可能である。
(6)  Project6.vbp,  Module6.bas, Form6.frm
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    FrmMyText = "Hello World!!"             ' 変数FrmMyTextに文字列を代入
    MsgBox FrmMyText, vbCritical, "練習問題1-6"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
Option Explicit                             ' Form1(Form6.frm)内に記述
Dim FrmMyText As String                     ' 可変長文字列変数FrmMyTextの宣言
【考察】
  フォームモジュールの"General Declaration"内でDim文によって宣言された変数は、モジュールスコープを持ち、そのモジュール全域で有効となる。
  しかし、標準モジュールからは参照できない。
  よって、変数FrmMyTextへのアクセスは不可能である。
(7)  Project7.vbp,  Module7.bas, Form7.frm
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    FrmMySTR = "Hello World!!"              ' 変数FrmMySTRに文字列を代入
    MsgBox FrmMySTR, vbCritical, "練習問題1-7"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
Option Explicit                             ' Form1(Form7.frm)内に記述
Private Sub Form_Load()                     ' Event procedureの記述開始
    Dim FrmMySTR As String                  ' 可変長文字列変数FrmMySTRの宣言
End Sub                                     ' Event procedureの記述終了
【考察】
  SubプロシージャまたはFunctionプロシージャ内でDim文によって宣言された変数は、そのモジュール内のローカルスコープを持ち、そのプロシージャ内でのみ有効である。
  しかし、ローカルスコープを持つ変数は、プロシージャの外からは参照できない。
練習問題２(D:\Home\User1XX\VB\Renshu2)

(2)  Project2.vbp,  Module2.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Public PubText As String                    ' 可変長文字列変数PubTextの宣言
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim MyText As String                    ' 可変長文字列変数MyTextの宣言
    PubText = InputBox("パブリック変数に文字列を入力してください?")

    MyText = InputBox("プロシージャレベル変数に文字列を入力してください?")

    MsgBox PubText & MyText, vbInformation, "練習問題2-2"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Visual Basicでは、文字列の連結は"&"演算子によって行う。
  なお、文字列の連結は"+"演算子によっても可能である。
(3)  Project3.vbp,  Module3.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Public PubX, PubY As Integer                ' 整数型変数PubxとPubYの宣言
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    PubX = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    PubY = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    MsgBox Str(PubX + PubY), vbInformation, "練習問題2-3"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  "&"演算子による文字列連結では、文字列型以外の型と文字列の連結は文字列型のVariant型に変換されるが、Str()関数で明示的(explicit)に文字列に変換している。
  Visual Basicでは、"+"演算子は加算演算子としての機能と、文字列連結演算子としての機能がある。
(4)  Project4.vbp,  Module4.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Public PubX, PubY As Integer                ' 整数型変数PubxとPubYの宣言
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    PubX = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    PubY = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    MsgBox Str(PubX - PubY), vbInformation, "練習問題2-4"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】

(5)  Project5.vbp,  Module5.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Public PubX, PubY As Integer                ' 整数型変数PubxとPubYの宣言
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    PubX = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    PubY = Val(InputBox("整数を入力してください?"))

    MsgBox Str(PubX) & " + " & Str(PubY) & " = " & Str(PubX + PubY) & Chr(&HA) & _

           Str(PubX) & " - " & Str(PubY) & " = " & Str(PubX - PubY) & Chr(&HA) & _

           Str(PubX) & " * " & Str(PubY) & " = " & Str(PubX * PubY) & Chr(&HA) & _

           Str(PubX) & " / " & Str(PubY) & " = " & Str(PubX / PubY) & Chr(&HA) _

           , vbExclamation, "練習問題2-5"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  MsgBox関数のクライアント領域に表示する文字列は第1引数として受け取るが、クライアント領域に複数行を表示する場合、文字列中に改行コード"Chr(&HA)"を挿入する。
  Visual Basicでは、文は通常1行で完結するが、一つの文が複数行に亘って記述する場合は行末に" _"を記述し次の行に連結する。
復習問題１
(1)  ① 一つのプロジェクトには、複数のフォームモジュール及び複数の標準モジュールを追加
   することができる。
2  Public文は、変数やプロシージャにPublic属性を与える。
3  Sub MainとFormをスタートアップに設定できる。
4  ○
5  ○
(2)  ① ×
2  ○
3  ○
4  ○
5  ○
· Visual Basicは、コンパイラとインタプリタを搭載している。このうちインタプリタによってプログラムを動作させる場合、"開始(S)"と"完全ｺﾝﾊﾟｲﾙ後に開始(F)"の二つのモードのいずれかで実行することができる。
(a)  "開始(S)"は、変数の宣言やスコープの整合性などをチェックせずに当面のプログラムの実行に必要な状況を確認して、インタプリタによってプログラム実行を始める。
(b)  "完全ｺﾝﾊﾟｲﾙ後に開始(F)"は、コンパイラの様に、まず変数の宣言やスコープの整合性などを完全にチェックし、その後プログラムをインタプリタによってプログラムを実行する。



練習問題３(D:\Home\User1XX\VB\Renshu3)

(2)  Project2.vbp,  Module2.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim X, Y, Max, Min As Integer           ' 整数型変数の宣言
    X = Val(InputBox("一つ目の数値を入力してください?"))

    Y = Val(InputBox("二つ目の数値を入力してください?"))

    If X > Y Then                           ' 変数xと変数yを大小比較する
        Max = X: Min = Y                    ' If文が真の場合に実行
    Else

        Max = Y: Min = X                    ' If文が偽の場合に実行
    End If                                  ' If文の記述終了
    MsgBox "MAX = " & Str(Max) & Chr(&HA) & "MIN = " & Str(Min), , "練習問題3-2"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  ブロックIf文の記述は、Ifに始まりEnd Ifで終わる。Elseブロックは省略できる。
  Visual Basicでは、文は1行に1文を記述するが、":"で連結して複数記述できるマルチステートメント(multi statement)が利用できる。
(3)  Project3.vbp,  Module3.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim X As Integer                        ' 整数型変数Xの宣言
    Dim MsgSTR As String                    ' 可変長文字列変数MsgSTRの宣言
    X = Val(InputBox("数値を入力してください?"))

    If (X Mod 2) <> 0 Then                  ' 変数Xの2の剰余と0を比較する
        MsgSTR = "公倍数ではありません。"

    Else                                    ' Else文にIf文を入れ子にする
        If (X Mod 3) = 0 Then               ' 変数Yの3の剰余と0を比較する
            MsgSTR = "公倍数です。"

        Else

            MsgSTR = "公倍数ではありません。"

        End If                              ' 入れ子のIf文の終了を示す
    End If

    MsgBox Str(X) & " は、2 と 3 の" & MsgSTR, vbExclamation, "練習問題3-3"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  ブロックIf文は、入れ子(nest)構造にできる。
  Visual Basicでは、剰余演算はMod演算子によって行う。また、"="は等号と代入文の機能がある。
(4)  Project4.vbp,  Module4.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iYear As Integer                    ' 整数型変数iYearの宣言
    Dim MsgSTR As String                    ' 可変長文字列変数MsgSTRの宣言
    iYear = Val(InputBox("西暦を入力してください?"))

    If (iYear Mod 400) = 0 Then

        MsgSTR = "閏年です。"

    Else                                    ' Else文にIf文を入れ子にする
        If (iYear Mod 100) = 0 Then

            MsgSTR = "閏年ではありません。"

        Else                                ' Else文に、更にIf文を入れ子にする
            If (iYear Mod 4) = 0 Then

                MsgSTR = "閏年です。"

            Else

                MsgSTR = "閏年ではありません。"

            End If

        End If

    End If

    MsgBox Str(iYear) & "年は、" & MsgSTR, vbInformation, "練習問題3-4"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】

(5)  Project5.vbp,  Module5.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iMonth As Integer                   ' 整数型変数iMonthの宣言
    Dim MsgSTR As String                    ' 可変長文字列変数MsgSTRの宣言
    iMonth = Val(InputBox("月を入力してください?"))

    Select Case (iMonth)                    ' 変数iMonthによる多分岐構造
        Case 1, 3, 5, 7, 8, 10, 12:         ' 大の月の場合
            MsgSTR = "大の月"

        Case Else:

            MsgSTR = "小の月"

    End Select                              ' Select文の記述終了
    MsgBox Str(iMonth) & " 月は、" & MsgSTR & "です。"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Select文の記述は、Selectに始まりEnd Selectで終わる。Case Elseブロックは省略できる。
(6)  Project6.vbp,  Module6.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iWeight As Integer                  ' 整数型変数iWeightの宣言
    Dim iCharge As Variant                  ' Variant型変数iChargeの宣言
    iWeight = Val(InputBox("郵便物の重量を入力してください"))

    Select Case (iWeight)                   ' 変数iWeightによる多分岐選択構造
        Case 0 To 25:                       ' 0g～25gの場合
            iCharge = 80

        Case 25 To 50                       ' 25g～50gの場合
            iCharge = 90

        Case Else:

            iCharge = "ｵｰﾊﾞｰ"

    End Select                              ' Select文の記述終了
    MsgBox "郵便料金は、" & iCharge & "です。", vbCritical

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Variant型の変数は、文字列も数値も格納することができる。
(7)  Project7.vbp,  Module7.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iKankyu, iShikkyu As Integer        ' 整数型変数の宣言
    Dim fShisu As Single                    ' 単精度実数型変数fShisuの宣言
    Dim MsgSTR As String                    ' 可変長文字列変数MsgSTRの宣言
    iKankyu = Val(InputBox("乾球の温度を入力してください?"))

    iShikkyu = Val(InputBox("湿球の温度を入力してください?"))

    fShisu = (iKankyu + iShikkyu) * 0.72 + 40.6

    If fShisu >= 86 Then

        MsgSTR = "全員苦痛"

    ElseIf fShisu >= 80 Then

        MsgSTR = "全員不快"

    ElseIf fShisu >= 75 Then

        MsgSTR = "半数不快"

    ElseIf fShisu >= 70 Then

        MsgSTR = "一部不快"

    Else

        MsgSTR = "快  適"

    End If                                  ' If文の記述終了
    MsgBox "不快指数 = " & fShisu & Chr(&HA) & MsgSTR & "です。", vbInformation, "練習問題3-7"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  ブロックIf文では、ElseIf文で多分岐選択構造を記述することができる。ElseIf文を記述した場合、End If文の記述は一つで良い。
(8)  Project8.vbp,  Module8.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim fHeight, fWeight, fBMI As Single    ' 単精度実数型変数の宣言
    Dim MsgSTR As String                    ' 可変長文字列変数MsgSTRの宣言
    fHeight = Val(InputBox("身長を入力してください?"))

    fWeight = Val(InputBox("体重を入力してください?"))

    fBMI = fWeight * 10 ^ 4 / fHeight ^ 2   ' カウプ指数を求める
    If fBMI > 26.5 Then

        MsgSTR = "肥  満"

    ElseIf fBMI > 24 Then

        MsgSTR = "肥満に注意"

    ElseIf fBMI > 20 Then

        MsgSTR = "正  常"

    ElseIf fBMI > 19 Then

        MsgSTR = "瘠せ過ぎに注意"

    Else

        MsgSTR = "瘠せ過ぎ"

    End If                                  ' If文の記述終了
    MsgBox "カウプ指数(BMI) = " & fBMI & "  " & MsgSTR & " です。" & Chr(&HA) & _

           "標準体重 = " & Str(fHeight ^ 2 * 20 / 10 ^ 4) & " ～ " & Str(fHeight ^ 2 * 24 / 10 ^ 4), vbQuestion, "練習問題3-8"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Visual Basicには、"^"べき乗演算子がある。
(9)  Project9.vbp,  Module9.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iTeika, iHanbai As Integer          ' 整数型変数の宣言
    Dim cType As String * 1                 ' 固定長文字列変数cTypeの宣言
    iTeika = Val(InputBox("定価を入力してください?"))

    cType = UCase(InputBox("顧客タイプを入力してください?"))

    Select Case (cType)

        Case "A":

            iHanbai = iTeika * 0.95

        Case "B":

            iHanbai = iTeika * 0.9

        Case "C":

            iHanbai = iTeika * 0.85

        Case Else:

            iHanbai = iTeika : cType = "*"

    End Select                              ' Select文の記述終了
    MsgBox "定    価 = " & Str(iTeika) & Chr(&HA) & "販売価格 = " & Str(iHanbai) & _

           "  (顧客:" & cType & ")", vbInformation, "練習問題3-9"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Visual Basicでは、固定長文字列変数を使用できる。固定長文字列変数が格納できる文字列長よりも長い文字列は、文字列長を越えた文字列部分は切り捨てられる。
  Ucase()関数は、引数に与えられた英小文字文字列を英大文字文字列に変換する。
(10)  Project10.vbp,  Module10.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim iYear, iMonth, iDay, iYobi As Integer

    Dim sYobi As String

    iYear = Val(InputBox("西暦を入力してください?"))

    iMonth = Val(InputBox("月を入力してください?"))

    iDay = Val(InputBox("日を入力してください?"))

    If (iMonth < 3) Then iYear = iYear - 1: iMonth = iMonth + 12

    iYobi = (iYear + Int(iYear / 4) - Int(iYear / 100) + Int(iYear / 400) + Int((13 * iMonth + 8) / 5) + iDay) Mod 7

    Select Case (iYobi)

        Case 0:

            sYobi = "日曜日"

        Case 1:

            sYobi = "月曜日"

        Case 2:

            sYobi = "火曜日"

        Case 3:

            sYobi = "水曜日"

        Case 4:

            sYobi = "木曜日"

        Case 5:

            sYobi = "金曜日"

        Case 6:

            sYobi = "土曜日"

        Case Else:

            sYobi = "不正な計算をしました。"

    End Select                              ' Select文の記述終了
    If iYobi <= 6 Then

        If (iMonth > 12) Then iYear = iYear + 1: iMonth = iMonth - 12

        MsgBox "西暦" & Str(iYear) & "/" & Str(iMonth) & "/" & Str(iDay) & "は、" & sYobi & "です。", vbInformation, "練習問題3-10"

    Else

        MsgBox sYobi, vbCritical, "練習問題3-10"

    End If                                  ' If文の記述終了
End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  If文には、1行で記述する方法がある。この場合、End If文を記述しない。
練習問題４(D:\Home\User1XX\VB\Renshu4)

(2)  Project2.vbp,  Module2.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim I, Sum, X As Integer                ' 整数型変数の宣言
    X = Val(InputBox("数値を入力してください?", "練習問題4-2"))

    Sum = 0                                 ' 変数Sumを0で初期化
    For I = 1 To X Step 2

        Sum = Sum + I

    Next I                                  ' For文の記述終了
    MsgBox "1～ " & X & " までの奇数の和は " & Sum & " です。", , "練習問題4-2"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Visual Basicでは、宣言された変数は、宣言されると同時に数値的に0で自動的に初期化される。しかし、プログラム的には、明示的に初期化する方が好ましい。
  For文の記述は、Forで始まりNextで終わる。
  Next文には繰返し制御変数を記述するが、省略することも可能である。
  For文では、Step文に増分値を記述できる。
(3)  Project3.vbp,  Module3.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim I, Max, X As Integer                ' 整数型変数の宣言
    X = Val(InputBox("数値を入力してください", "練習問題4-3"))

    Max = Int(X / 2)                        ' 素数を探索する範囲の設定
    For I = 2 To Max

        If (X Mod I) = 0 Then               ' 素数かを判定する
            MsgBox X & " は、素数ではありません。", , "練習問題4-3"

            Exit Sub                        ' Subプロシージャを終了させる
        End If                              ' If文の記述終了
    Next I                                  ' For文の記述終了
    MsgBox X & " は、素数です", vbOKOnly, "練習問題4-3"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  プロシージャの実行制御は、SubまたはFunctionなどのエントリポイントからEnd SubまたはEnd Functionなどのエキシットポイントまでを一連の制御流れとしているが、Exit Sub文によってその記述以降の文を実行せずに直ちにそのプロシージャを終了させることができる。
(4)  Project4.vbp,  Module4.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim X, Y As Integer                     ' 整数型変数の宣言
    Dim sText As String                     ' 可変長文字列変数sTextの宣言
    X = Val(InputBox("一つ目の数値を入力してください?", "練習問題4-4"))

    Y = Val(InputBox("二つ目の数値を入力してください?", "練習問題4-4"))

    sText = X & " と " & Y & " の最大公約数は、"

    Do Until X = Y                          ' 前判定反復
        If X > Y Then

            X = X - Y

        Else

            Y = Y - X

        End If

    Loop                                    ' Do Until文の記述終了
    MsgBox sText & X & " です。", , "練習問題4-4"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Do Until文の記述は、Do Untilに始まりLoopに終わる。
(5)  Project5.vbp,  Module5.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim LCM, X, Y As Integer                ' 整数型変数の宣言
    Dim XX, YY As Integer                   ' 整数型変数の宣言
    Dim sText As String                     ' 可変長文字列変数sTextの宣言
    X = Val(InputBox("一つ目の数値を入力してください?", "練習問題4-5"))

    Y = Val(InputBox("二つ目の数値を入力してください?", "練習問題4-5"))

    XX = X

    YY = Y

    sText = X & " と " & Y & " の最小公倍数は、"

    Do Until X = Y                          ' 前判定反復
        If X > Y Then

            X = X - Y

        Else

            Y = Y - X

        End If

    Loop                                    ' Do Until文の記述終了
    LCM = XX * YY / X

    MsgBox sText & LCM & " です。", , "練習問題4-5"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】

(6)  Project6.vbp,  Module6.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim A, B, C As Single                   ' 単精度実数型変数の宣言
    Dim sText As String                     ' 可変長文字列変数sTextの宣言
    A = 3

    For B = 4 To 8

        C = Sqr(A ^ 2 + B ^ 2)

        sText = sText & "a = " & A & "    b = " & B & "    c = " & C & Chr(&HA)

    Next B                                  ' For文の記述終了
    MsgBox sText, vbInformation, "練習問題4-6"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
  Visual Basicでは、Sqr()関数で平方根を求めることができる。
(7)  Project7.vbp,  Module7.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim N, X, Y As Integer                  ' 整数型変数の宣言
    Dim sText As String                     ' 可変長文字列変数sTextの宣言
    N = Val(InputBox("多項式の次数を入力してください?", "練習問題4-7"))

    X = Val(InputBox("多項式のＸの値を入力してください?", "練習問題4-7"))

    Y = 1

    sText = "n = " & N & "    x = " & X

    For N = N To 1 Step -1

        Y = Y + X ^ N

    Next N                                  ' For文の記述終了
    MsgBox sText & "    y = " & Y, vbInformation, "練習問題4-7"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】

(8)  Project8.vbp,  Module8.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim N As Integer                        ' 整数型変数Nの宣言
    Dim A, B, DX, S, X As Single            ' 単精度実数型変数の宣言
    A = 0: B = 1                            ' 変数の初期化
    N = Val(InputBox("分割数を入力してください?", "練習問題4-8"))

    DX = (B - A) / N

    For X = A To (B - DX) Step DX

        S = S + (X ^ 2 + (X + DX) ^ 2) * DX / 2

    Next X                                  ' For文の記述終了
    MsgBox "n = " & N & "    s = " & S, , "練習問題4-8"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】

(9)  Project9.vbp,  Module9.bas
Option Explicit                             ' 変数宣言を強制
Sub main()                                  ' Sub routine procedureの記述開始
    Dim N As Integer                        ' 整数型変数Nの宣言
    Dim A, B, DX, S, X As Single            ' 単精度実数型変数の宣言
    A = Val(InputBox("積分の範囲Aを入力してください?", "練習問題4-9"))

    B = Val(InputBox("積分の範囲Bを入力してください?", "練習問題4-9"))

    N = Val(InputBox("分割数を入力してください?", "練習問題4-9"))

    DX = (B - A) / N

    For X = A To (B - DX) Step DX

        S = S + (X ^ 2 + (X + DX) ^ 2) * DX / 2

    Next X                                  ' For文の記述終了
    MsgBox "a = " & A & " ～ b = " & B & "    n = " & N & "    s = " & S, , "練習問題4-9"

End Sub                                     ' Sub routine procedureの記述終了
【考察】
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フォーム上のコントロールをクリックする。
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DoEvents関数
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オブジェクトの参照


実行時のオブジェクトを参照方法は、次のとおりである。


プロパティ(property)


[object].[property]


objectを省略	：Formと解釈される


propertyを省略	：ディフォルトのプロパティ名(Text,Picture,Caption)


メソッド(method)


[object].method  [引数]


objectを省略	：Formと解釈される


他のフォームのオブジェクトの参照


form.object.property


form.object.method


Me


カレントのインスタンス(instance)を表し、読み出し専用である。
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各ファイルの保存方法は、次のとおりである。


"ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ"ウィンドウのファイル� EMBED PBrush  ���をポイントし、右クリックする。


"名前を付けて保存(A)"をクリックし、各ファイルを名前を付けて保存する。
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